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平成２６年第４回那須塩原市議会定例会 

 

議 事 日 程 （第４号） 

 

                            平成２６年１２月４日（木曜日）午前１０時開議 

 

日程第 １ 市政一般質問 

    ８ 番 大野恭男議員 

      １．高齢者福祉事業について 

    ７ 番 櫻田貴久議員 

      １．観光振興の推進について 

      ２．シティプロモーション戦略の推進について 

      ３．那須塩原市の野球場とソフトボール場の整備について 

      ４．黒磯那須消防組合消防本部・黒磯消防署の建て替えについて 

    １９番 若松東征議員 

      １．スポーツイベント等を利用した観光誘客について 

    ３ 番 相馬 剛議員 

      １．スポーツ少年団の全国大会等に出場する場合の費用補助について 

      ２．施設の指定管理者制度について 
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開議 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（中村芳隆議員） おはようございます。 

  散会前に引き続き、本日の会議を開きます。 

  ただいまの出席議員は26名であります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（中村芳隆議員） 本日の議事日程は、お手

元に配付のとおりであります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎市政一般質問 

○議長（中村芳隆議員） 日程第１、市政一般質問

を行います。 

  発言通告者に対し、順次発言を許します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 大 野 恭 男 議員 

○議長（中村芳隆議員） 初めに、８番、大野恭男

議員。 

○８番（大野恭男議員） 皆様、おはようございま

す。 

  議席番号８番、大野恭男です。通告書に従いま

して市政一般質問を行います。 

  １、高齢者福祉事業について。 

  高齢者福祉事業は、市の重要な施策と思われま

す。高齢者がどんな状態になっても、個人の尊厳

がしっかりと保持され、自立して自分らしく暮ら

せるよう、「高齢者が住み慣れた地域で健やかに

いきいきと暮らせるまちづくり」を基本的な目標

とし、第５期那須塩原市高齢者福祉計画が着々と

進められているかと思います。現在は、来年度か

ら進められる第６期那須塩原市高齢者福祉計画を

策定中かと思われることから、以下の点について

お伺いします。 

  ⑴社会参加活動の支援をどのように取り組んで

きたか、また課題があるとすれば何か、お伺いし

ます。 

  ⑵健康づくり・介護予防事業の推進についてど

のように取り組んできたか、また課題があるとす

れば何か、お伺いします。 

  ⑶居場所づくり・地域見守り支え合い体制の構

築についてどのように取り組んできたか、また課

題があればお伺いします。 

  ⑷施設・居住系サービス・地域密着型サービス

等の計画的な整備・導入は行えているか、また今

後の計画についてお伺いします。 

  ⑸認知症高齢者支援策やその家族に対する支援

の状況と課題、今後の支援策についてお伺いしま

す。 

  ⑹在宅にて介護を受けている重度の要介護者

（要介護３から５）やその家族に対する支援の状

況と課題、今後の支援策についてお伺いします。 

  ⑺地域包括支援センターの機能・運営の強化に

ついてどのように取り組んできたか、また今後ど

のように取り組むべきか、お伺いします。 

  ⑻介護保険事業費は、今後ますます膨らんでい

くと思われます。現在、介護保険料の基準額は

4,500円であるが、第６期事業計画中の基準額は

どのぐらいになるか、お伺いします。 

○議長（中村芳隆議員） ８番、大野恭男議員の質

問に対し答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（阿久津憲二） 大野議員の質問に順次お答

えしたいと思います。 
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  まず、高齢者福祉事業でございますが、高齢者

が住みなれた地域で健やかに生き生きと暮らせる、

そういう社会に向かって、現在、第６期那須塩原

市の高齢者福祉計画の策定を進めておる最中でご

ざいます。 

  私からは、⑴の社会参加活動の支援の取り組み、

課題についてのご質問にお答えし、２番から８番

までにつきましては極めて専門性の高い内容にも

なってきますので、保健福祉部長から詳しく答弁

をさせていただきたいと思います。 

  取り組みについては、生きがいサロンあるいは

街中サロン、老人クラブやシルバー人材センター

の活動支援、生涯学習講座、スポーツ活動の場の

提供等に現在努めております。 

  課題としては、地域での社会参加に意欲的な高

齢者が知識、技術、経験を積極的に生かせるよう、

活動の場所や機会の確保が必要と考えております。 

  ただ、これは全国的な今課題、重要な課題にな

っておりまして、那須塩原市として本当に計画を

立てて見える部分だけをきちっとやって、それで

済むと、こういう内容では実はないと思っており

まして、ちょっと夕べもいろいろ古い資料、古い

って四、五年前の資料を見たんですが、どこに片

づけたかわからなくて、ある小さな村、町で高齢

者の生きがいあるいは高齢者に対するサービスを

人を雇ってやれない市町が全国にはたくさんござ

いまして、ある場所で下駄履きヘルパー、例えば

婦人会に入った人のほとんどがヘルパーになっち

ゃう、無報酬で。こういうのがあったのを夕べ一

生懸命探したんですけれども、資料が見つかりま

せんでした。 

  こういうことを基本にして、今、サロンにおい

てもスポーツの推進に当たっても、きのうまで出

てきた高齢者がぽかっと出てこなくなると、こう

いうことが大きな課題になっております。これを

きちっともう一度現場に復帰してもらうために何

ができるか、これが実は大変重要だと思っており

まして、現在、保健福祉部に私のほうからお願い

をして、この生きがいサロンあるいは街中サロン、

こういうサロンの皆様が出てこられなくなって、

入院した人はちょっと難しいんですが、自宅で急

に出てこられない、こういう人を孤立させないた

めの方策ができないかと、こういうことで内部に

おいて制度設計をして、このグループで出てこら

れなくなった人を守っていくと、こういうような

制度を何とか取り入れられないかと、ソフトの部

分で大きなお金のかかる話でもございませんので、

こういう点について、きのう一部、保健福祉部長

から短い言葉でさらっと言ったんで理解できなか

ったかなと思ったために、冒頭の答弁で、あとそ

ういう意味をも含めて保健福祉部長から詳しい答

弁をいただきたいと思っています。 

  私からは以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） それでは、私から、

⑵以下のご質問に対しまして順次お答えを申し上

げます。 

  まず、⑵の健康づくり・介護予防事業の推進に

ついての取り組み、課題でございますが、早期の

介護予防につなげるために、65歳以上の高齢者を

対象にした二次予防事業対象者把握、介護予防教

室として通所型介護予防教室、元気もりもり講座、

シニアセンターでの筋力トレーニング、元気アッ

プデイサービス事業などを実施してまいりました。 

  課題といたしましては、要介護状態になるおそ

れのある方に対しまして、生活機能等の低下を認

識していただき、いかに介護予防事業への参加に

つなげていくかということでございます。 

  次に、⑶の居場所づくり・地域見守り支え合い

体制の構築についての取り組み、課題でございま
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すが、居場所づくりとして生きがいサロン、街中

サロン、敬老事業等を実施し、地域見守り支え合

い事業として地域の住民が取り組む見守りや安否

確認などの活動の体制づくりを支援してまいりま

した。また、高齢者救急医療情報キット給付事業

や緊急通報システム事業により、ひとり暮らしの

高齢者などの安全確保及び不安解消に努めてまい

りました。 

  課題といたしましては、地域の住民が取り組む

見守り活動の輪をいかに広げていくかということ

でございます。 

  次に、⑷の施設・居住系サービス・地域密着型

サービス等の計画的な整備・導入は行えているの

かとのご質問にお答えいたします。 

  第５期計画中の介護基盤整備事業につきまして

は、７施設を計画し、公募により応募のあった６

施設につきましては事業者を選定いたしました。

その中で２施設は既に開所し、残りの４施設につ

いては、来年４月の開所に向けおおむね順調に工

事を進めております。 

  しかし、地域密着型特別養護老人ホームの２施

設のうち１施設につきましては、３回の公募をい

たしましたが、応募する事業者がなかったことか

ら今期の整備を断念し、第６期計画に計上するこ

とにいたしました。 

  また、今後の計画についてのご質問でございま

すが、現在策定中の第６期高齢者福祉計画の素案

で申し上げますと、広域型特別養護老人ホームを

１施設、地域密着型特別養護老人ホームを１施設、

介護老人保健施設を１施設、介護つき有料老人ホ

ーム施設を１施設、認知症高齢者グループホーム

を２施設、小規模多機型居宅介護事業所と認知症

高齢者グループホームの併設型を１施設、計７施

設を計画したいと考えております。 

  次に、⑸の認知症高齢者支援策やその家族に対

する支援の現状と課題、今後の支援策についてお

答えいたします。 

  認知症高齢者とその家族に対する支援につきま

しては、介護基盤整備を進めるとともに、総合相

談事業、認知症サポーター養成講座、権利擁護の

推進などに努めてまいりました。 

  課題といたしましては、受診・対応のおくれに

よる認知症の悪化を防ぎ、できる限り住みなれた

地域で暮らし続けることができるよう、早期発

見・早期対応のための体制づくりが必要と考えて

おります。 

  次に、⑹の在宅にて介護を受けている重度の要

介護者やその家族に対する支援についてでござい

ますが、在宅要介護高齢者紙おむつ購入助成、高

齢者理美容料金助成、日常生活用具給付事業等を

実施しております。 

  課題につきましては、支援が必要な高齢者の在

宅生活を支えるための多様な生活支援サービスを

行政のみならず、地域が主体的に提供できる体制、

地域づくりが重要と考えております。 

  次に、⑺の地域包括支援センターの機能・運営

の強化についての取り組みでございますが、セン

ター間の総合的な調整や質の向上を図ることを目

的に、月１回程度の連絡調整会議を開催し、研修

等を行ってまいりました。 

  今後については、市内８カ所の地域包括支援セ

ンターがより地域に根差した活動を行うための機

動力を発揮できるよう、各地域包括支援センター

をサポートし、市域全体を総合的に管理する中枢

機能を備えた基幹型地域包括支援センターの設置

を考えております。 

  最後に、⑻の介護保険料の基準額についてのご

質問にお答えいたします。 

  介護保険事業費の見込みは、介護サービスの利

用実績、要介護認定者数、介護サービス利用量等
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の見込みをもとにいたしまして、国が示しました

一定の方法により算出することになりますが、相

当な伸びが見込まれております。介護保険料の基

準額は、第５期におきましては月額4,500円で、

県内市町村の平均基準額4,409円と比べほぼ同水

準でございました。第６期の基準額につきまして

は、現在、算定事務を進めているところでござい

ますけれども、事業費に見合う額を見込まなけれ

ばならないというふうに考えているところでござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ８番、大野恭男議員。 

○８番（大野恭男議員） 丁寧なご答弁ありがとう

ございました。また、市長から下駄履きヘルパー

のお話、本当にありがとうございます。この件に

ついては、見守りということで３番のところで質

問させていただきます。 

  まず、１番より順次再質問させていただきます。 

  生きがいサロン、街中サロン、老人クラブやシ

ルバー人材センターの活動支援を行って、生涯学

習講座の開設とかスポーツ活動の場所の提供を行

ってきたということで、了解しました。 

  社会参加活動の支援を積極的に本市は行ってい

るかと思います。ここで、昨日、磯飛議員のほう

から質問もあったんですが、ここでもう一度お伺

いしたいんですが、生きがいサロンの開催会場数

と開催回数をお伺いしたいと思います。また、今

後、利用者数がかなり増加してくるんではないか

というふうに思うんですが、今後どのように開催

していくのかお伺いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） ただいまの生きが

いサロンにつきまして開催箇所数それから開催の

回数、あと今後利用がふえていく中でどのような

対応を考えているかというようなご質問をいただ

いたところでございます。 

  まず、開催の箇所数でございますが、現在49カ

所でございます。開催は月２回ということでお願

いしておりますので、それぞれの開催箇所では月

２回の開催をしてくださっているという現状でご

ざいます。 

  それから、今後の対応ということでございます

けれども、まず最初に、まだ開催箇所がないよう

な地区、自治会というのがございます。そういう

ところにつきましては、きのう磯飛議員に質問を

いただきましたが、ちょっと満足いかないような

答えしかできませんでしたけれども、具体的に幾

つということではございませんけれども、生きが

いサロンの設置につきましては、市全域に広げた

いという思いがございます。そういう中で、ふえ

ていく利用者にどう対応するのかということでご

ざいますけれども、回数をふやす、月２回を３回

とか４回にできればなかなか理想的なところかと

思いますけれども、これはそれぞれ地元の方、自

治会の方などがお互いに助け合いながらやってく

ださっている中で、簡単に１回ふやせとかという

のも難しいところがあるのかなという思いはござ

います。そういうところの方々のご意見などを伺

いながら、こちらの助成の問題もございますので、

できればそういうところを検討させてもらえれば

と思っているところでございますが、中には、大

きな生きがいサロンで参加者が平均25人程度とい

うような答えを昨日申し上げたところですけれど

も、場合によっては40人、50人になるようなとこ

ろもあるようなことも聞いてございます。そうい

うところは、大勢ですとせっかくやっていただい

ても、一人一人に十分な効果が、効果といいます

か、あれが出ないというようなところもあります

ので、そういうところのやり方などは個別にまた
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協議をさせてもらえればというふうに思っている

ところでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ８番、大野恭男議員。 

○８番（大野恭男議員） ありがとうございます。

理解しました。 

  生きがいサロンで開催している状況などを見ま

すと、大体１回に15人から30人とか結構多く参加

されて、内容的にはそば打ちをやったり、お楽し

み会としてゲームをやったり、頭の体操というこ

とでいろいろ活動をされているという状況だと思

います。全部で215の自治会数があるかと思うん

ですけれども、できればやられている方、いろい

ろご負担とかご苦労があるかとは思うんですが、

理想的にはやっぱり自治会全部でできれば最高な

んだと思いますが、それに近づけるよういろいろ

ご支援のほどしていただければというふうに思い

ますので、よろしくお願いします。 

  また、次に、シルバー人材センターについても

お話があったんですけれども、いろいろ活動をさ

れているのはわかっています。今後の活動の支援

についてどのようなことを考えているか、お伺い

します。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） シルバー人材セン

ターの活動につきまして、シルバー人材センター

の事務を担当している方にお話をお伺いしますと、

定年が延長になっているなどの影響もあるのかと

思われますけれども、新しい会員の方がなかなか

ふえてこないというようなことを聞いてございま

す。それには、今申しましたように定年の延長と

いう問題もございますでしょうし、きのう若干お

答えしましたけれども、いわゆる団塊の世代とい

う、価値観というか主義といいますか、そういう

ことが多様化している人たちが高齢者になってき

ているという面もあるのかと思います。 

  １つには、そういう方々の参加をいただくとい

うことが介護予防にも重要なこと、元気でいらっ

しゃるんだと思いますけれども、ということがご

ざいますので、会員の加入、募集というのはシル

バー人材センターがみずからやっているところで

はございますけれども、市としても、何かそうい

う周知、参加加入の促進のお手伝い、周知活動、

ＰＲ的なものしかできませんけれども、そういう

ことができればなと思っているところでございま

す。 

  ほかには、現在、金銭的な話であれでございま

すが、活動に対する助成とかやってございますし、

それから市としてもシルバーへの発注などを心が

けているところでございますけれども、そのよう

な支援を引き続きやっていきたいと思っていると

ころでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ８番、大野恭男議員。 

○８番（大野恭男議員） いろいろな面でご支援い

ただければというふうに思います。 

  例えばいろいろな分野があると思うんですけれ

ども、例えば子どもたちの学習支援に協力してく

れる方とか、スポーツ活動などに協力してくれる

方とか登録制にして、例えば学習支援であれば塾

に通わせたいんだけれども経済的に少し厳しいと

いう家庭もやっぱり少なくないのではないかと思

うんです。空き店舗とか例えば福祉施設、夜間利

用していないデイサービスセンターとかを活用し

て、そういった活動ができるんじゃないかなとい

うふうに思います。これは県でも福祉施設にこの

ような打診を今している状況です。いずれにしま

しても、元気な高齢者の方々に積極的にいろいろ

な活動に参加していただいて、その方の持ってい
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る知識、技術、経験を生かすことができるように、

生きがいを持っていただけるように支援していた

だきたいと思います。 

  次に、２番について再質問をさせていただきま

す。 

  高齢者を対象に身体状況を把握するために、二

次予防事業対象者把握事業とか介護予防教室、通

所型の介護予防教室、あとは元気もりもり講座で

すか、シニアセンターの筋力トレーニング、元気

アップデイサービス事業等を実施してきたという

ことです。市のほうでも元気もりもり講座を実施

してもらったり、地域包括で通所型の介護予防教

室、キンチョキン体操とか盛んにやっているとい

うのはわかります。非常に介護予防事業に積極的

に取り組んでいるというふうに評価できるものだ

と思っております。 

  ただ、たくさんの事業を実施していることは理

解するんですが、今後、課題にもありました、ど

のようにして介護状態にならないように介護予防

事業に参加していただくか、ここはすごく重要な

ことだと思うんですけれども、この件について何

かお考えがあるかどうかお伺いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 介護予防事業への

参加をどのように促してふやしていくかというご

質問でございます。 

  改めて申すまでもございませんけれども、要介

護状態になるようなことを避けるためには、みず

から健康の保持増進というのが必要でございます

し、そのためにはそういう意識を持っていただく

ということが大変重要であるというふうに思って

いるところでございます。このような事業にはど

うしても男性の、どうしてもということはござい

ませんけれども、男性の参加が低いというふうな

傾向にあると担当者から、具体的な数字ではござ

いませんけれども、来ていただく中では男性の方

が少ないというようなことを聞いてございます。 

  そういう場合にどのようにするかというのは、

なかなか簡単な手段はないのかなというふうに思

うところでございますけれども、事業のメニュー

を工夫したり、それからもう少し若いうちから、

健康診断とかを受けている若いうちのほうから、

そういうことの重要性の認識を高めていただくよ

うな周知活動、そういうのを地道にやっていくし

かないのかなというふうに思っているところでご

ざいます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ８番、大野恭男議員。 

○８番（大野恭男議員） 確かにこういった予防教

室とか行ける人は大丈夫だと思うんですよ。行け

ない人をどうするかということが本当に課題にな

ってくるかと思うので、いろいろな知恵を出して

いただいて、ご支援のほどをお願いしたいと思い

ます。 

  厚生労働省で高齢者の心身の状況や必要なサー

ビスなどを一元的に管理する、これは仮称なんで

すけれども、介護予防手帳というのを導入しよう

というふうに決めているようなんです。これは、

みずからの健康に役立てるほか、介護サービス事

業者が状況に応じて適切なサービスを提供する者

にも活用できるということです。生まれてくる赤

ちゃんと母親の健康情報を記載する母子健康手帳

を参考に、介護要望手帳を使って一貫性のある効

率的なケアにつなげるということです。平成27年

度から要支援１、２の方を３年の経過措置はある

にしても、訪問介護と通所介護を市町村の事業に

移すためのガイドラインの中に導入方針が示され

ております。 

  本市においては、やはり早急に検討して導入す
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る準備ができているのかということでちょっと心

配なんですが、やはりまだこれ降って湧いたよう

なことなんで、なかなか難しいかと思うんですけ

れども、こういった準備はしているのかお伺いさ

せていただきます。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 介護予防手帳の導

入について準備が十分できているのかというご質

問でございます。 

  その手帳の意義につきましては、今、議員から

ご指摘いただいたとおりだというふうに同じ認識

でございます。今後、国から詳細な導入の方向に

ついての案が示されるというふうに聞いてござい

ます。現在でも仮の形で手帳の姿などは示されて

いるところでございますけれども、導入するため

の具体的な費用の問題とかいろいろあるかと思い

ますけれども、まだなかなかその具体的な検討ま

でには至っていないところでございますけれども、

国の案が示されたら早急に検討に取りかかれるよ

う準備を進めたいと思っているところでございま

す。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ８番、大野恭男議員。 

○８番（大野恭男議員） ありがとうございます。 

  手帳は、市町村のサービスを受ける高齢者や希

望者に発行することを想定して、健康診断などの

結果とか介護サービスの計画書、事業所のサービ

ス実施内容を書き込んで、名称や形式というのは

市町村独自で工夫することができるということで

す。介護予防のアドバイスなども記載するとよい

かと思います。事業所側も、手帳の記載によって、

ほかにどんなサービスを受けてきたか確認できる

ため、今後どのような支援が必要か判断すること

ができます。ぜひとも早急に導入していただける

よう検討していただきたいと思います。 

  次に、⑶について再質問いたします。 

  高齢者の居場所づくりとして生きがいサロン、

街中サロン、敬老事業などを実施してきていると

いうことです。地域見守り支え合い体制事業とし

て、地域の住民が取り組む見守りや安否確認など

の活動体制づくりの支援を行っているということ

でしたが、高齢者救急医療情報キット給付事業や

緊急通報システムの活用により、ひとり暮らしの

高齢者の安全・安心の確保に努められているかと

思います。そのほかにも配食サービスなども高齢

者の栄養とか、プラス安否確認に役立てられてい

ると思います。 

  ここで伺いたいんですが、高齢者救急医療情報

キットの配布件数は今までどれぐらいあったか、

お伺いします。また、キットが役に立ったという

事例がありましたら、お聞かせください。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 救急医療情報キッ

トの配布の件数について、まずお答えを申し上げ

ます。 

  この11月末現在でございますけれども、1,692

名の方に配布済みだというふうに聞いてございま

す。 

  それから、役に立った事例があるのかというこ

とでございますけれども、救急搬送、消防のほう

で把握することになろうかと思いますけれども、

平成23年度に導入をいたしまして、何件か実績、

そういう役に立ったという実績があるというのは

消防のほうから聞いてございますけれども、具体

的にどういうときに、誰のところで、どういうふ

うにというところまでは聞いてございません。何

件か役に立った事例はあるというふうに聞いてい

るところでございます。 
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  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ８番、大野恭男議員。 

○８番（大野恭男議員） １件でもそれが役に立っ

たということがあれば、これはもう本当に大成功

といいますか、本当にありがたい話だと思うので、

了解しました。 

  キットの件なんですが、薬の情報などを書き込

んでいくわけですけれども、薬が変わったり、い

ろいろ状況が変わったりすることがあるかと思う

ので、病院とか薬局に協力していただいて、その

紙を張り直してもらうとか、そういったことをし

ていただければというふうに思います。 

  あと、配食サービスの件なんですけれども、現

在、昼食、夕食とサービスがあって、週に２回ず

つというふうになっているかと思います。今後、

やっぱり希望者がどんどんふえてくると思うんで

す。そういったときの対応をどのように考えてい

るかお伺いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 配食サービスにつ

きまして、希望者増にどのように対応するかとい

うようなご質問かと思います。 

  現在、配食サービスにつきましては、社会福祉

協議会それから悠々の郷など、具体例挙げました

けれども、そういう社会福祉事業をやってくださ

っている事業所のご協力を得ながら実施している

ところでございますけれども、現在ご協力くださ

っているところは、単純に数がふやせるのかどう

かという問題も１つございますし、ほかに新たに

ご協力いただけるところがあるのかという問題も

あろうかと思いますけれども、新たに希望される

方が受けられないというのでは不平等感も出てし

まうところでございますので、そういう現在やっ

ているところ、それからさらにほかの事業所など

と相談をしながら、希望者がふえてきた場合に対

応できるように検討協議を進めなければならない

のではないかというふうに思っているところでご

ざいます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ８番、大野恭男議員。 

○８番（大野恭男議員） 了解しました。 

  結構数がふえてきて、配食をされている事業所

もやっぱり今後ふやしていかなくちゃならないん

じゃないかなというふうには強く感じます。食事

というのは、365日、１日３回ですか、普通の方

はとっているわけですけれども、配食、日曜日が

ちょっとカバーできていないんですよね。日曜日

もやっぱりお年寄りの方、食事をもちろんとって

いますので、特に男性が介護者になっている場合、

食事つくるのがすごく大変なケースもあります。

その点ひとつよろしくお願いしたいと思います。 

  あとは、見守りに関して大田原市においては、

地域の高齢者などを支援するために、市内の12地

区において見守り隊が発足される予定です。最近

では11月28日に金田地区おもいやり隊が発足式を

行っています。これで11地区になったということ

なんですが、残り１地区、野崎地区が来年２月に

発足式を行うという予定になっているそうです。 

  那須塩原市においても、こういった活動は非常

に重要かと思うんですけれども、今後、那須塩原

市においてどのように見守りの輪を広げていこう

というふうに考えているか、お聞かせください。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） きのうも磯飛議員

からご質問をいただきまして、一部お答えしたと

ころでございますけれども、特にひとり暮らしの

高齢者、ひとり暮らしに限らず高齢者のみの世帯

ですとか、昼間高齢者だけになってしまうような
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世帯とかいろいろございますけれども、そういう

ところの見守りは大変重要な案件かというふうに

認識しているところでございます。この見守りは

きのうお答えしましたように、１つの組織だけが

やればいいということではなく、重層的にいろい

ろな形で民生委員さんの協力ですとか、それから

自治会ですとか、あるいは企業ですとか、水道で

すとか、電気のあるいは新聞の配達の方なんかも

重要な役割を担ってくださっているのかなという

ふうに思っているところでございます。 

  大田原で進めているというような地域、地区ご

との見守りというのも当然検討しなければならな

いのかなと思うところでございますけれども、現

在一部の地区では、社会福祉協議会の見守り安心

ネットワーク事業という助成事業を活用して何カ

所かやってくださっているところがございます。

それから、きのうお答えしましたように、生きが

いサロンの中で、先ほど市長が最初の答弁で申し

上げましたけれども、急に出てこなくなってしま

ったような人の見守りなどのことも考えろという

ような指示をしてあるんだということを市長から

言われてございますけれども、そういうのを組み

合わせたりもすることもいいのかなというふうに

思うところでございますけれども、そういう現に

やってくださっているところの事業なんかも参考

にしながら、そういうのが各地区に広がっていく

ように支援をしていけたらなというふうに思って

いるところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ８番、大野恭男議員。 

○８番（大野恭男議員） わかりました。 

  来年度の事業の中には訪問モデル事業というこ

とで掲載されてあるんですが、生きがいサロンを

実施していてなかなか参加することができない利

用者という方もたくさんいて、逆生きがいサロン

的な考えで、見守りを兼ねて訪問ヘルパーお茶飲

み隊というような感じで、自治会ごとに結成でき

たらすばらしいんじゃないかなというふうに思い

ます。そのときに、やっぱり訪問するに当たって、

報告書とかそういったものを作成しなくちゃいけ

ないという煩わしさもあるかとは思うんですけれ

ども、そういったときに文字をたくさん書くんじ

ゃなくてチェックするような形で、特記事項があ

るとすればそれだけ書いてもらうというような形

で進めていけば、余り負担にならないでできるん

じゃないかなというふうに思いますので、ひとつ

ご検討のほどよろしくお願いします。 

  あと、今後、やっぱり地域の中で独居の方とか

高齢者世帯がふえていく中で、やっぱり問題にな

っていくのは買い物支援とか、その辺が問題にな

ってくると思うんですけれども、例えば民間にお

願いして訪問販売車に回ってもらうとか、そうい

ったこともやっぱり考えていったほうがいいんで

はないかなというふうに思います。そのときに、

例えば訪問販売車に対して、車ですね、車に対し

て例えば少しお金を出してあげるとか、そういっ

たことをしていただければありがたいなというふ

うには思います。 

  あとは、やっぱり今後見守りをしていく中で社

会資源マップというのを作成したほうがいいんじ

ゃないかなというふうに思うんですが、その辺は

どのようにお考えでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 現在８カ所ござい

ます地域包括支援センターでは、それぞれの地域

の社会資源となる機関ですとか団体などを把握し

まして、リスト化はしているところでございます。

まだマップ化には至ってございませんけれども、

ちょっと先、ここの答弁とはちょっと離れますけ
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れども、今後、基幹型の地域包括支援センター的

なものをつくるというような話を申し上げました

けれども、来年度そういうものができる中では、

その各地域包括支援センターで持っているそうい

う情報を一元化しまして、共有化して利用価値を

高めるような作業をしたいというふうに思ってご

ざいます。そういう中で、必要性を判断しながら

マップのことも検討していきたいというふうに思

っているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ８番、大野恭男議員。 

○８番（大野恭男議員） 早急に社会資源の洗い出

しを行っていただいて、地域見守りネットワーク

をつくることが大切であるというふうに思います。

県内においても徐々に高齢者見守りネットが発足

されています。地域包括支援センターや民生委員

の方、社協の方を中心に早急に対応していただき

たいというふうに思います。 

  次に、⑷について再質問させていただきます。 

  順調に後期計画の中では施設整備が行われてき

たかと思います。ただ、地域密着型特別養護老人

ホーム１カ所については、３回公募をかけたにも

かかわらず応募がなかったというふうにご答弁あ

ったんですが、なぜ応募がなかったか検証された

かどうかお伺いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 事業者の方への聞

き取りという形になってしまいますけれども、手

を挙げられない一番の要因は、建設事業費の高騰

にあるというふうなことでございます。原因が東

日本大震災あるいは東京オリンピックなどによる

建築需要の高まりによって、資材ですとか人件費

が高くなっていることがあるのではないか、これ

は正確に因果関係をつかんでいるところではござ

いませんけれども、そこら辺によりまして事業費

が高くなっていることによって、なかなか手が挙

げられないというようなことは聞いてございます。

市といたしましては、県に対しまして補助単価の

引き上げなどをお願いしているところでございま

す。 

  それから、もう一つにつきましては、用地の確

保の必要性がございます。3,000㎡から4,000㎡ぐ

らいの土地を法人が自分で持っていなければなら

ないというような条件がございますので、そこら

辺の適地を確保できないというような点もあった

のかなというふうに推測しているところでござい

ます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ８番、大野恭男議員。 

○８番（大野恭男議員） 私も同じような考えです。

やっぱり東日本大震災の影響で人員確保ができな

いとか、工事の作業に対してですね、あとは材料

費が高くなっているというのは実際にあるかと思

います。那須烏山市でやっぱり特養を建てたとこ

ろを聞くと、予定より1.3倍から４倍ぐらいかか

ってしまったというような状況でした。今、部長

おっしゃられたように補助単価の引き上げとか、

そういったところでよろしくご検討のほどお願い

したいと思います。 

  あと、用地の確保なんですが、3,000から4,000

というお話がありましたけれども、実際は3,000

のところに建てたとして、30年後、40年後を考え

たときに、今度建てかえとかを考えなければいけ

ないんです。同じ面積が必要なんです。建てかえ

るときに、建物その用地を確保していなければ、

お年寄りが移動できないですよね。要するに違う

ところに、例えば駐車場になっているところに建

てる。引っ越して壊して駐車場にすると、要する

に倍ないと正直難しいんです。 
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  そういった面で、やっぱり今後、介護報酬の単

価が下がってくるとか、いろいろな面で厳しいか

と思いますので、その辺の支援のほうをひとつよ

ろしくお願いします。 

  あと、６期計画の中で広域型の特養を１カ所つ

くって、地域密着型１カ所、介護つきの老人ホー

ム１カ所、認知症高齢者グループホームが２カ所、

小規模多機能型のグループホームつきが１カ所で、

老健が１カ所という７施設ということで了解しま

した。 

  那須塩原市において、前から言っているんです

けれども、多床室というのを認めていく考えとい

うのはありますか、お伺いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 議員のお考えのよ

うに、多床室への入所を希望する声も多いという

ふうに聞いてございます。そのようなことから、

第６期計画の中の話でございますけれども、広域

型の特別養護老人ホーム、これにつきましては50

床ほど多床室の整備を入れたいなというふうに思

っているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ８番、大野恭男議員。 

○８番（大野恭男議員） 了解しました。多床室の

やっぱりいいところというのがたくさんあって、

介護する側からすると、人員が個室よりは少なく

て済むという、まず人件費の面でそういったメリ

ットがあります。あとは例えば胃瘻の方とかＩＶ

Ｈの方とか、今後ふえてくるというふうに予想さ

れますけれども、ケアもしやすいかと思います。

那須塩原市の市民の方が那須塩原市は多床室も選

べる、個室も選べる、これは最高なことだと思い

ますので、ぜひとも進めていってほしいというふ

うに思います。 

  今、介護職員の不足とか騒がれています。実際

東京とか大都市では、施設を建てても介護職員が

集まらなくてオープンできないというのがありま

す。宇都宮市なんかは施設整備を一気にやって、

要するに介護職員の取り合いだということで、な

かなか腰を落ち着けて仕事にならないような状況

というのも聞いております。介護職員にかかわら

ず看護職員も、正直非常に厳しい労働の中、一生

懸命頑張ってくれている、やっぱりこの辺、我々

もサポートしていかなくちゃいけないなというふ

うに強く思うんですが、今後ともその辺に目を向

けていただければというふうに思います。 

  次に、５番について再質問させていただきます。 

  認知症高齢者とその家族に対する支援として、

介護基盤の整備、総合相談事業、認知症サポータ

ー養成講座、権利擁護の推進を進めてきたという

ことです。ここで相談事業を行ってきているかと

思うんですけれども、相談の中にどのようなこと

が多かったかお聞かせいただければと思います。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 認知症の方の相談

を受ける場合の、どのような相談内容が多かった

というご質問でございますけれども、大変申しわ

けございませんけれども、相談内容の具体的な中

身につきまして手持ち資料を持っていないところ

でございます。大変申しわけございませんが、ご

理解いただければと思います。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ８番、大野恭男議員。 

○８番（大野恭男議員） わかりました。 

  すごく家族の方というのは大変なんですよね、

認知症の家族の方というのは。先日、認知症サポ

ーター養成講座というのを議会においても受講さ

せていただきました。やっぱり認知症に対して理
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解するということはすごく大切なことであって、

認知症の方は自分でわからないですから、逆に怒

られれば、何で怒られているんだかわからないと

か理解ができない、それは病気だからしようがな

いんですよね。そういったことをやっぱりこの認

知症サポーター養成講座で私たちも十分勉強させ

てもらいましたし、地域包括支援センターの職員

さんとか、市役所の担当の職員さんのわかりやす

い寸劇とか説明ですね、本当にありがたく思って

おります。 

  今後は、多くの方に講座を開設していただきた

いというふうに思うんです。今、核家族がふえて

いる中で、子どもがおじいちゃん、おばあちゃん

と接する機会というのは物すごく少ないんです。

やっぱり小さいうちから、こういった例えば認知

症とはどういうことなのかとか、お年寄りとはど

ういうことなのかとか、そういったことを理解し

ていただく機会をふやしていかないと、子どもが

40年後、50年後になって自分の親の介護とかとい

うときに理解できないという状況が来ると思いま

すので、できれば小・中学校においても、小・中

学生、高校生に認知症サポーター養成講座を開い

ていただきたい。そして、もちろん教えるキャラ

バンメイトの育成も進めていただきたいというふ

うに思います。 

  認知症の高齢者の早期発見・早期対応体制づく

り、どのように行っていくかというのはすごく課

題になってくるかと思うんです。早期発見できな

いのは、１つの理由として、対応がおくれる１つ

の原因としては、やっぱり家族が認めたくないと

いう部分があるかと思います。その点、やっぱり

いろいろ情報とかそういったものを市民の方に、

該当者じゃない方にもパンフレット等を作成して

配布すれば、理解度が高まるんではないかという

ふうに思います。 

  権利擁護ということも大切になってくるかと思

います。那須塩原市においては権利擁護の体制は

どのようになっているか、これをお伺いしたいと

思います。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 権利擁護の体制と

いうことでご質問をいただきましたけれども、認

知症の方の権利擁護というご質問内容かというふ

うに思いますけれども、権利擁護いろいろな面が

ございますけれども、１つには、認知症ですから

自己でいろいろな物事を判別する、認識する状況

にないというような方の権利を擁護するための制

度といたしましては、後見人を置くというような

ことがございます。 

  まずは、その辺でお答えをさせていただきます

けれども、認知症の方でもいろいろ経済状況に違

いがございますけれども、財政的に厳しい方でも

なおかつ後見人が必要だという認知症の方もいら

っしゃいます。そういう方の場合には、各ケアマ

ネジャーとか包括支援センターからの意見とかを

いただきながら、市のほうでご家族の方、親族の

方の状況等を調査しながら、後見人をつけるため

の支援をして、場合によっては市がつける、市の

職員が後見人になるということではございません

けれども、誰か適任者をつけるということでござ

いますけれども、必要があれば、経済的に厳しけ

ればという、その認知症の方が経済的に厳しけれ

ばという意味合いでございますが、後見人の費用

なんかについても助成をするというような制度を

とっているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ８番、大野恭男議員。 

○８番（大野恭男議員） 了解しました。 

  権利擁護等の支援体制の整備、地域で支えてい
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くネットワークの構築が重要になってくるかと思

います。その辺のご支援のほどをよろしくお願い

したいと思います。 

  国でも認知症対策に関しては、国家戦略を策定

するとのことであります。認知症の予防や発症の

メカニズム解明のため、2016年度から男女１万人

の追跡調査を行う方針も決定されております。新

たな戦略として認知症サポーター養成ですね、こ

れは本市においては積極的に取り組まれていると

思います。このほか、医療介護の専門職による初

期集中支援チーム、全市町村に配置するというこ

とも盛り込んであります。那須塩原市においても、

いち早く取り組んでいただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

  次に、⑹について再質問させていただきます。 

  重度の要介護者やその家族に対する支援につい

ては、紙おむつの購入助成ですね。あとは理美容

券の発行、日常生活用具給付事業などを行ってい

るということでした。理解しております。これら

の３点について、実績を教えていただければと思

います。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 日常生活の紙おむ

つ等の実績というご質問でございますので、平成

25年度の実績を申し上げたいと思います。 

  まず、紙おむつでございますけれども、729人

の方に金額ベースで言いますと2,743万7,000円の

助成を行っております。紙おむつ購入に使えるチ

ケットを出してございますけれども、１枚1,000

円のものを金額で割りますと２万7,437枚出した

というところでございます。 

  それから、理美容券でございますが、これは

479人の方に160万9,000円の助成をしているとこ

ろでございます。 

  それから、日常生活用具といたしましては福祉

電話19台、これが83万8,000円でございます。そ

れからその他の自動消火器、火災警報器、電磁調

理器については実績が、要請がございませんでし

た。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ８番、大野恭男議員。 

○８番（大野恭男議員） 了解しました。 

  おむつ券に関してなんですけれども、特別養護

老人ホームとかショートステイの利用者の方は、

おむつというのは介護保険料金の中に含まれてお

ります。使用したときに幾らというふうにはかか

りません。在宅で介護を受けている方で認められ

ている方というのは、今ご答弁ありました、購入

助成があります。ただ、グループホームに入居さ

れている方に対しては、どうなんでしょうか、こ

れ多分実費なんです、グループホームに対しては。

その点はどのようにお考えか、お聞かせ願いたい

と思います。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 今、議員からご指

摘をいただきましたとおり、特別養護老人ホーム

に入っている方については介護保険の中で、それ

からご自宅で家族の介護を受けていらっしゃるよ

うな方の場合には、先ほどご質問いただいてお答

え申しました市の助成という制度がございます。

確かにグループホームの方は、市の助成の対象で

もございませんし、介護保険のほうの対象でもな

いということで実費ということでございます。議

員ご承知のとおりかと思いますけれども、グルー

プホームというものは最近整備が進んだ施設でご

ざいまして、その中で私どものほうの紙おむつの

助成制度というのが、入居者に対して出すという

ことを想定していない、ご自宅で介護を受けてい
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らっしゃる方というのを想定していたところから、

ちょっと言葉がいいのかどうかあれですけれども、

こぼれてしまったというところかと思います。そ

ういう認識は持っているところでございまして、

そこら辺も含めて助成制度も見直す必要があるの

ではないかというふうに思っているところでござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ８番、大野恭男議員。 

○８番（大野恭男議員） わかりました。そもそも

ご自宅で認知症を患っていて、紙おむつの助成を

受けられていてお金はそこでかかっているわけで

すね。その方がグループホームに入った。掛かり

は一緒だと思うんです。すごく手厚い那須塩原市

は助成をしていただいているというのは重々わか

っています。本当に財政的にも大変なのはわかる

んですが、ぜひともグループホームに入られた方、

このグループホームは那須塩原市民の方、地域密

着型ですから─に住所がある方しか入っていま

せん。その点、よろしくお願いしたいと思います。 

  認知症の方を介護している家族、あとは要介護

度３から５の重度の方を介護している家族の方と

いうのはすごくやっぱり大変だと思うんです。い

ろいろな悩みとかお持ちかと思います。その都度

ケアマネジャーさんがついていますから、ケアマ

ネジャーさんに相談していろいろ解決してもらえ

るということはあるかと思うんですけれども、や

っぱり何か一つ、介護集いの広場みたいなのを開

いていただいて、そこでお互いの悩みを打ち明け

られるような場所をつくっていただければなとい

うふうに思うんです。そうすると、人に話すこと

によって、ああ、自分も同じだなとか、ああ、こ

ういった方法をすればもっとスムーズにいくのか

なとか、いろいろな方の知恵を拝借できると思う

ので、ぜひともそういった集いの場を設けていた

だきたいというふうに思います。 

  私は、今まで介護の現場も経験してきています

し、いろいろお声を聞いたりとかあるんですけれ

ども、もう一つお伺いしたいことがありまして、

例えば重度の介護が必要になった方が通院しなく

てはいけないといったときに、通院介助という制

度が介護保険の中にあります。それを利用して通

院するんですけれども、そのときにご家族さんは

その通院介助の車に同乗することができないんで

す、制度上。福祉タクシーの場合は、もちろん乗

っていける。ただ、民間でやっている福祉タクシ

ーの場合は若干料金が高い。ただ、一緒に乗って

いける。現状は、通院介助を頼むと、通院介助の

車の後ろをタクシーに乗って家族は追いかけなく

ちゃいけないという状況です。これはぜひ那須塩

原市独自で構わないと思うんですけれども、お金

がかかる話じゃないので、ぜひそこに通院介助の

ところに家族が乗っていけるというふうにするこ

とはできないでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 今いただきました

ご質問でございますけれども、介護保険の制度の

中で家族は乗れないということになっているのだ

ったというふうに思ってございます。それをクリ

アする方法があるのかどうか、大変申しわけあり

ませんけれども、今即答できない状況でございま

すけれども、議員のそういう要望をいただきまし

て、何か方策があるのかどうか、ぜひ検討させて

いただければと思うところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ８番、大野恭男議員。 

○８番（大野恭男議員） ぜひ特別とは言わないで

すけれども、那須塩原市はこういうことをやって

いるんだよというアピールにもなりますし、お金
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がかかることじゃないので、ぜひ検討していただ

きたいというふうに思います。 

  いつも私も言うんですけれども、介護職員とい

うのは１日24時間のうち８時間の勤務、８時間し

か働かない。１カ月のうち９日休む、365日のう

ちの108日休みです。ただ、在宅で介護されてい

るという方は、24時間365日終わりのない介護、

先の見えない介護をしているわけです。ぜひ介護

している方に対して優しい支援といいますか、助

けられるようなこと、お知恵を絞っていただいて、

今後ともお願いしたいと思います。 

  次に、⑺について再質問いたします。 

  積極的に総合的な調整を図ることを目的に、月

に１回連絡調整会議を開催して、センター間の調

整や質の向上のための研修を行ってきたというこ

とですが、その中で例えば困難事例なんかの報告

会を実施しているのか、また困難事例があるとす

ればどのようなことがあるか、お伺いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 困難事例の報告会

というようなことは、その中ではやっていないと

いうふうに聞いてございます。困難事例があった

場合には、そのケースケースに応じまして、かか

わりが必要な人をそれぞれピックアップするとい

いますか、声をかける、包括のほうでこの場合は

例えば警察の介入が必要だとか、生活保護的な面

が必要だとか、そういうところで関係者に声をか

けて、一人一人に臨時のチーム的なものをつくっ

て対応していると、それを意見交換をして共有す

るような場はまだできていないというふうに聞い

ているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ８番、大野恭男議員。 

○８番（大野恭男議員） 了解しました。 

  地域包括の中には社会福祉士とか保健師さんと

かスペシャリストがいるかと思うので、いろいろ

お知恵を出していただいて、いろいろ地域のお年

寄りの方の支援を日々頑張っているかと思います。 

  今後、地域包括ケアシステムというのを構築し

ていかなくてはいけない、そういった時代になっ

てきています。栃木市の社協で在宅介護関係者の

横のつながりを深めようと、本年度中に市在宅介

護サービス事業者連絡会、仮称ですけれども、こ

れを設立するということです。増加が確実視され

ている介護サービスの利用者を業界全体で受けと

めようと、市社協が民間企業や社会福祉法人に設

立を呼びかけて準備会が結成したということです。

在宅介護サービスの関連事業者全部に呼びかけを

行っております。 

  那須塩原市においても、在宅サービス関連事業

者にとどまらず、施設介護サービスの事業所も含

めて全体の連絡協議会を設立してみてはどうかと

思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 那須塩原市におき

ましては、現在のところ、介護サービスを提供し

ております法人の集まりとして介護保険事業者連

絡協議会というのはございます。その中で情報の

交換ですとか、改善策の検討とか、そこら辺の意

見交換は行われているところだというふうに思っ

てございますけれども、もう少し広げての全体的

なものというのは、今、議員からご紹介いただき

ました栃木市の事例などをこれから検討させてい

ただきまして、よい点がありましたら参考にさせ

てもらえればと思うところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ８番、大野恭男議員。 

○８番（大野恭男議員） よろしくご検討いただき
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たいと思います。この連絡会というのは、高齢者

が住みなれた地域で暮らし続けるための介護サー

ビスを一体的に提供する地域包括ケアシステムの

構築を目的となって、平成27年４月の介護保険制

度改正に備えて、事業所同士が情報を共有して利

用者へのサービス向上につながるというふうに思

います。これは、各事業者同士が競争するんでは

なくて共存すると、これから共存していかなくて

はいけないという時代になってくるかと思います。

那須塩原市の高齢者のためになくてはならないこ

とであると思いますので、ご検討のほどひとつよ

ろしくお願いいたします。 

  市内に８カ所の地域包括支援センターがあるん

ですが、西那須野地区に２カ所の設置になってい

ます。西那須野東部地区では4,031人の高齢者の

方を担当して、西部地区では5,574名の方を担当

しているんです。高齢者人口のほか、人口等を考

えたときに、どうしてもこれから負担増になって

いくんじゃないかなというふうに考えるんですが、

もう一カ所ふやすとか、そういった考えはあるか

どうかお伺いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 議員ご指摘のとお

り、西那須野地区の地域包括支援センターが抱え

ております全体の人口が当然多うございますので、

高齢者の方も多いというのはまさしくそのとおり

だというふうに思ってございます。包括をふやす

ことができないのかということでございますけれ

ども、現在、旧西那須野地区を２カ所でやってい

るところでございますけれども、これを３カ所に

するというのはなかなか難しい、どういうふうに

再編するんだというなかなか難しい点がございま

す。４カ所にするとなると、また経費的な問題も

ありますし、ほかのところの見直しという問題も

出てくるのかなというところでございまして、当

面は、人口、高齢者の数の多い部分につきまして

は、職員の増とかで対応するしかないのかなと思

うところもございますが、ご指摘のとおり、確か

に多いのは間違いない事実でございますので、そ

こら辺、全体の見直しが必要なのかどうかもあわ

せまして検討をさせていただければと思うところ

でございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ８番、大野恭男議員。 

○８番（大野恭男議員） よろしくご検討のほどお

願いします。 

  それでは、この地域包括ケアシステムを構築す

るに当たって情報の共有というのは本当に大切に

なってくるかと思います。その中で自宅で療養す

る終末期の高齢者などを支えるために、医師や看

護師、ヘルパーなど他職種の人が携帯端末で同時

に情報を共有できるクラウドを取り入れていると

ころが全国的に進んでいます。 

  今後、那須塩原市において導入を考えてもよい

のではないかというふうに思うんですが、いかが

でしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 大変恥ずかしい話

でございますけれども、その具体的なクラウドと

言われるものの仕組みについて、まだちょっと理

解がないところでございます。情報の共有化とい

うのは当然求められている方向性の一つというふ

うに認識するところでございますので、導入の方

向で検討する必要があるのではないかというふう

に思うところでございますけれども、少し研究検

討が必要なのかなというふうに思うところでござ

います。 

  以上でございます。 
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○議長（中村芳隆議員） ８番、大野恭男議員。 

○８番（大野恭男議員） 了解です。 

  クラウドを導入しているところでは、例えば千

葉県市川市とかあるんですけれども、地域包括支

援センターで働く看護師さんとかは、手書きの記

録をパソコンに入力するということを今までやっ

ているんですけれども、そういう時間がなくなる

んですね。訪問時間に関しては、例えば週に10時

間訪問できるようになったとか、逆に使わなかっ

た自治体に関しては、例えば３時間しか訪問でき

なくてパソコンの入力時間が10時間ぐらいかかっ

ちゃうとか、すごく事務的なことがすごく多いん

です。地域包括支援センターなんかを見ても、や

っぱり事務作業が多くてなかなか外に行って、実

際やらなきゃいけない、利用者さんに会わなけれ

ばいけないということがなかなかできていないと

いうのが現状だと思いますので、ひとつご検討の

ほどよろしくお願いしたいと思います。 

  那須塩原市においていろいろ相談業務とかいろ

いろされていますけれども、相談窓口の件なんで

すけれども、地域包括支援センターとか社協にも

相談窓口がありまして、１つお願いしたいという

か提案なんですが、今後、高齢者と障害者の相談

の窓口というのを一本化できない、１カ所で受け

るところをつくれないかというふうに思うんです

が、その点に対してお考えをお伺いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 高齢者の相談窓口

とそれから障害者の相談窓口を一本化ということ

でご提案をいただきました。 

  まだ今までそういう視点で相談窓口の一本化と

いうのを考えたことがないというのが事実でござ

います。一般的に障害者であり高齢者であるとい

う方もいらっしゃると思いますけれども、通常は

障害者と高齢者は別の方ということで、市役所な

どでも通常はそんな形で対応しているのは事実で

ございますけれども、市役所の中では隣同士に、

現在ですと社会福祉課と高齢福祉課が隣合わせに

いますので、一本の窓口ではございませんけれど

も連携はとれているところかと思いますけれども、

そこに包括が絡むとか、高齢者のほうの各支援事

業所が絡むとかとなると、どういう形がいいのか

即座にこうですというふうなことが申し上げられ

ない状況でございますけれども、ご提案いただき

ました件について研究をさせていただければと思

うところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ８番、大野恭男議員。 

○８番（大野恭男議員） わかりました。 

  三浦市の社協にそういった窓口があるので、そ

こをちょっと研究していただきたいというふうに

思います。 

  時間がないので、次に進みます。 

  ⑻について、最後になりますが、再質問させて

いただきます。 

  介護保険料は、介護サービス利用実績、要介護

認定者数、介護サービス利用量などの見込みをも

とに国の示した算出方法で算定しているというこ

とは理解しております。今後ますますいろいろな

面で増加していくことは予想されています。現行

の4,500円という基準額を上回ることは間違いな

いということは理解しているんですが、予想され

る数字をお聞かせいただければと思うんですが、

どうでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（松江孝一郎） 最初にご答弁申し

上げましたとおり、介護保険の保険料の基準額と

いうのは、議員が今おっしゃられたような形で出
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てくるものでございます。大変申しわけないとこ

ろでございますけれども、現在、内部におきまし

て策定中、算定中という段階でございまして、現

時点ではまだ幾ら幾らというのが申し上げられな

い状況でございます。ぜひご理解をいただければ

と思います。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ８番、大野恭男議員。 

○８番（大野恭男議員） 了解です。 

  自分は介護保険の世話にならないというふうに

思っている方がたくさんいらっしゃるかと思いま

す。実際にその状況に、立場になったときに、頼

りになるのがこの制度だと思っています。よって、

介護保険料がある程度高額になっていくのは仕方

ないかと思います。この制度は支え合いの精神か

ら成り立っていると考えれば、当然のことだと思

います。 

  しかし、安いにこしたことはないかと思います。

那須塩原市の企業努力で値上げ幅を少しでも抑え

ていただくようにお願いしたいと思います。 

  私たちは、皆、可能な限り住みなれた地域で自

宅で最後まで暮らしたいというのが希望だと思い

ます。しかし、同時に家族に介護の負担をかけた

くないという気持ちもあります。実際、私ごとで

すが、私の親もこういった状況になったんです。

今までは介護現場のこととか、地域の皆様の声と

かいろいろ聞いて、介護は大変だよねと、言葉は

ちょっとおかしいかもしれないけれども、大変だ

よねと軽い感じ、ただ、実際その立場になったと

きに、すごく重く受けとめるようになりました、

よりですね、より。 

  本当に最後まで家にいたいとか、家に帰りたい

とかという気持ちは、そのご本人様にとってすご

く強いものなんです。ひとり暮らしの高齢者とか

世帯がふえていく中で、家族の介護の力がなくて

も、医療、介護サービスを利用して在宅で暮らせ

る環境づくり、本当にこれは課題だと思います。

那須塩原市において全力でこの課題に取り組んで

いただきますよう強く要望しまして、私の一般質

問を終わります。 

○議長（中村芳隆議員） 以上で、８番、大野恭男

議員の市政一般質問は終了いたしました。 

  ここで10分間休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時１５分 

 

再開 午前１１時２５分 

 

○議長（中村芳隆議員） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 櫻 田 貴 久 議員 

○議長（中村芳隆議員） 次に、７番、櫻田貴久議

員。 

○７番（櫻田貴久議員） 皆さん、こんにちは。 

  議席番号７番、ＴＥＡＭ那須塩原、櫻田貴久で

す。通告に従い、市政一般質問を行います。 

  １、観光振興の推進について。 

  観光経済新聞社が主催する第28回「にっぽんの

温泉100選」の中間集計が発表され、それによる

と群馬県草津温泉がトップの座を確保し、12年連

続１位に王手をかけました。中間段階で新たに

100選にランクインした13温泉地には我が塩原温

泉も入っており、65位と特に躍進が目立っていま

す。 

  塩原は、温泉の発祥が1200年以上も前の大同元

年（806年）と歴史があり、派手さはないが、泉

質の多様性や豊かな自然は、今後注目を集めそう
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であると業界誌に掲載されています。 

  また、11月から那須塩原市の観光についての告

知が首都圏の各所で始まりました。そこで、以下

の点についてお伺いをします。 

  ⑴11月から首都圏で行う本市の観光の告知につ

いて詳細な内容をお伺いします。 

  ⑵東京を拠点とする観光誘客促進強化委託事業

の契約内容についてお伺いします。 

  ⑶観光は、本市にとっても大きなポテンシャル

のある産業です。そこで、多くの観光客を迎え入

れるに当たり、組織の整備についての考えをお伺

いします。 

  ⑷首都圏での市内観光地の認知度アップを図る

プロモーション事業は、十分に認知度低下にあえ

ぐ塩原・板室両温泉街の売り込み攻勢を加速させ

る結果になっているが、今後はどのようにプロモ

ーションをしていくのか、方針についてお伺いを

します。 

  ⑸観光客の回遊促進等に向けた地域間連携の強

化についてお伺いします。 

  ⑹宿泊関連業者は、さらなる宿泊の誘客に向け

て設備投資の積極化や観光需要の変化に対応すべ

きであると思われますが、本市の支援策について

お伺いします。 

  ⑺観光地「なすしおばらブランド」の構築につ

いてお伺いします。 

  ⑻本市の観光関連産業が一段と成長・発展する

ことにより、さらに地域活性化へとつながります。

そこで、今後の本市の取り組みについてお伺いを

します。 

  以上、１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員の質

問に対し答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） それでは、１、観光

振興の推進について、⑴から⑻までのご質問に順

次お答えさせていただきます。 

  初めに、⑴11月から首都圏で行う観光の告知内

容についてでございますが、本市観光地の認知度

を高めるための告知として、日本航空国内線・国

際線機内誌「スカイワード」11月号において塩原

温泉及び板室温泉の特集記事を掲載しております。 

  また、羽田空港に乗り入れする東京モノレール

及び京浜急行電鉄駅構内に設置されておりますデ

ジタルサイネージやパンフレットラックを活用し

た告知に加え、空港と首都圏を結ぶ京浜急行電鉄

車両内へのポスター掲示により、東京の空の玄関

口羽田と首都圏を結ぶ利用者に対して連続した情

報発信を実施しております。 

  さらに、昨年度から取り組んでいるＪＲ東日本

タイアップ事業といたしまして、山手線、京浜東

北線、中央線車両内に中づりポスターを掲示する

ほか、ＪＲ東日本主要駅構内でポスター及びパン

フレットによる告知を実施してまいります。 

  その他、ＡＭラジオ局文化放送のスポット広告

や埼玉テレビによるＰＲ番組の放映及び日本旅行

業協会主催による本市独自のプレゼンテーション

や現地研修など、旅行エージェントを対象とした

告知を実施いたします。 

  次に、⑵東京を拠点とする観光誘客促進強化委

託事業の契約内容についてでございます。 

  委託の内容といたしましては、那須塩原市観光

協会連絡協議会が株式会社日旅ビジネスクリエイ

トに那須塩原市観光振興東京出張所の設置を委託

するものでございます。契約履行期間は11月１日

から来年３月31日まで、契約金額は135万円とな

ります。出張所にはスタッフを１名配置しまして、

ＪＲ東日本びゅうプラザや都内の旅行関連会社を

訪問して観光地の魅力をＰＲしてまいります。 

  次に、⑶多くの観光客を迎え入れるに当たって
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の組織の整備についてでございますが、那須塩原

市観光協会連絡協議会において、観光戦略、告知

宣伝、観光地の品質管理等をトータルコーディネ

ートする専門組織といたしまして、来年４月に那

須塩原市観光局の設置を予定しております。観光

局は、市内３観光協会と市で構成いたしまして、

来年度から観光施策を牽引する中心的な役割を担

うことといたします。 

  次に、⑷今後の観光プロモーションの方針につ

いてでございますが、現在の観光プロモーション

は、首都圏をターゲットとした空路、鉄路、ラジ

オ、テレビ、業界誌等を媒体とした複合的な告知

に加えまして、東京観光振興出張所を拠点とした

旅行エージェントに対する直接的な告知活動を実

施しております。 

  観光プロモーションは、継続することによって

効果があらわれるものと認識しておりまして、今

後も観光ニーズ等を的確に把握しながら、複合的、

波状的な観光プロモーションを実施してまいりま

す。 

  次に、⑸観光客の回遊促進に向けた地域間連携

の強化についてでございますが、観光客の回遊促

進に向けた地域間連携の取り組みは、塩原温泉観

光協会が主体となって、本市と那須町、大田原市、

矢板市、塩谷町の那須エリア５市町が連携いたし

まして「おもて那須手形」という観光クーポン冊

子を本年４月から販売しておりまして、これを一

つのモデルといたしまして、今後も地域間の連携

を図り、回遊性の向上に努めてまいりたいと考え

ております。 

  次に、宿泊関連事業者が行う設備投資や観光需

要の変化への対応に対する本市の支援策について

お答えいたします。 

  まず、資金面では既存の融資制度といたしまし

て栃木県の制度融資、本市の中小企業事業資金融

資等がございまして、観光業にかかわるさまざま

な事業者の皆さんに活用されております。また、

個人型の旅行形態が定着している中、ますます多

様化するニーズへの対応が求められていることか

ら、来年度発足予定の観光局におきまして観光関

係情報の収集や分析、事業者からの相談業務など

を段階的に充実してまいりたいと考えております。 

  次に、⑺「なすしおばらブランド」の構築につ

いてでございますが、本市には1200年以上の歴史

と多彩な泉質を誇る塩原温泉、下野の薬湯「杖い

らずの湯」と称される板室温泉など、古きよき情

緒と効能豊かな温泉がございます。本市ならでは

の観光素材というふうに考えております。この素

材を磨き上げ、温泉といえば塩原温泉・板室温泉

が思い浮かぶようマーケットに認識されることが、

観光地「なすしおばらブランド」の構築に結びつ

くと考えております。 

  今後も関係団体や観光産業従事者と連携しなが

ら、両温泉の全国における知名度を高めてまいり

たいというふうに考えております。 

  次に、⑻観光関連産業の成長による地域活性化

への取り組みについてでございますが、本市につ

きましては、先ほどもお答えしたように、さまざ

まな戦略、手法によりまして、那須塩原市に行っ

てみたいと考える観光客の増加に努めているとこ

ろでございます。こうした活動の繰り返しが、将

来は那須塩原市に住みたいと考える人をふやし、

本市が目指す定住人口の増加にもつながるものと

考えております。 

  今後も本市が取り組んでいる観光プロモーショ

ンや品質管理に重点を置き、観光素材の磨き上げ

を実施していくことによりまして、観光関連産業

の成長・発展のみならず、地域活性化にもつなげ

てまいりたいと考えております。 

  以上です。 
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○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 答弁ありがとうございま

す。それでは、⑴から順次再質問をさせていただ

きます。 

  まず、ＪＡＬの機内誌から那須塩原市の観光に

関する問い合わせは何件ぐらい来たかをお伺いい

たします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） お問い合わせのご質

問でございますが、早速那須塩原にはどのように

アクセスするんだとかいった内容の照会をいただ

いていると、それが数件来ているということでご

ざいます。あとは、実際に地元の方なんですが、

飛行機に乗ってびっくりしたというお話なんです

けれども、飛行機に乗ったら飛行機の専門の機内

誌に塩原温泉と板室温泉の紹介記事が載っていた

ということで、本当にびっくりしましたというよ

うなお話を私どものほうにお伝えしていただいた

方もいらっしゃるということでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） そのＪＡＬの機内誌なん

ですが、本市観光地の認知度を高めるための告知

としての取り組みは非常に評価のできるものであ

ります。ＪＡＬの機内誌の中では、明賀屋本館の

川岸露天風呂と女性専用露天風呂、新湯の共同浴

場中の湯、秘湯の宿元泉館、館内岩風呂「邯鄲の

湯」、元湯のゑびすや、江戸時代に元湯が山津波

に飲み込まれた際、唯一残った梶原の湯を守る現

代の湯治の宿、門前の光雲荘では原泉を流した新

鮮な足湯が楽しめる、板室温泉の温泉旅館山喜の

モダンな浴室には透明な美しいお湯、黒磯駅前に

ある和菓子店明治屋の地元産小豆の温泉まんじゅ

う、板室の柏屋では手打ちそばや地元産の素材に

こだわったかつ丼、塩原を走るトテ馬車にちなん

だ新名物、地元産の牛乳と卵を使った生地をラッ

パ型にするのを共通項にし、市内の12店舗が独自

の中身で展開、今井屋製菓のふんわりロールは女

性に好評など、塩原板室温泉の特集記事を記載し

ております。 

  今後このような観光素材を首都圏に対してどの

ように認知し、認知度を高める取り組みをしてい

くのかをお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 今後の認知度を高め

るための取り組みについてということでございま

すが、我々といたしましては、あらゆる媒体とい

うものを使ってミックスメディアという手法によ

って、引き続き首都圏に対して的確なプロモーシ

ョンを行うことによって認知度をさらに高めてま

いりたいと、そのように考えているところでござ

います。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 部長、前回の９月でも質

問させていただきましたが、このような事業は、

誰もが想像つかなかったことだと思います。これ

も市長に心から感謝を申し上げます。 

  それでは、まず、デジタルサイネージについて

お伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） デジタルサイネージ

の内容についてでございますが、デジタルサイネ

ージそのものは電子看板というものでございまし

て、我々が予定しているのは、東京モノレール羽

田空港国際線ターミナルビル駅に設置されており

ますデジタルサイネージを活用した告知というも



－187－ 

のを予定しているということでございます。11月

１日から来年３月末日までということの期間にお

いて、毎日朝の５時から夜中の12時まで、本市の

観光情報をこれによって発信するというものでご

ざいます。 

  もう少し細かく言わせていただきますと、デジ

タルサイネージは２つございます。55インチの要

は画面だということでございますが、その中で１

つについては、那須塩原市の板室温泉あるいは塩

原温泉に、どうやってアクセスするのかという情

報を静止画像で流します。 

  あともう一つは、３つのパターンで塩原温泉あ

るいは板室温泉の観光地としての魅力を発信する

と、そんなような内容になっているということで

ございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） いよいよここまで来たか

というところでありますが、フェイスブックでお

友達がデジタルサイネージについてアップをして

いるのを見ました。非常に感動しました。 

  これからがますます楽しみです。１の矢、２の

矢、３の矢とぜひ継続的に進めてもらいたいと要

望いたします。 

  また、ＡＭラジオ局文化放送に、スポット広告

や埼玉テレビの本市観光ＰＲの効果についてもお

伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 文化放送あるいは埼

玉テレビを使った告知でございますが、こちらに

ついてもメディアミックスの一環ということで実

施するものでございます。 

  ラジオあるいはテレビ単体によるＲＰ効果とい

うものだけではなくて、現在実施しております空

路、陸路、旅行エージェント、業界誌の媒体も含

めて首都圏のあらゆる場所で塩原、板室という文

字を何回も何回も要は目にすると、そんなような

波状的な告知を進めていきたいというふうに考え

ております。 

  このような波状的な効果によりまして、より本

市の知名度がアップしていくのかなというふうに

考えているところでございます。 

  ちなみに、議員の質問にもございましたが、本

年の観光経済新聞、日本の温泉100選の中におき

まして、本市はまだ中間発表ベースではございま

すが、65位に入ったということでございます。こ

のようなことから見ても、徐々にではありますが、

いい流れが来ているのかなというふうに認識して

いるところでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 観光経済新聞の最終結果

が出るのがまた今から楽しみです。ぜひ部長には、

最終結果を知らせてもらえればと、強く要望をい

たします。 

  また、本市単独のプレゼンテーションや現地研

修、または旅行エージェントの具体的な内容につ

いてお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 本市単独のプレゼン

テーションについてでございますが、こちらにつ

きましては日本旅行業協会、通称ＪＡＴＡという

そうですが、この旅行業協会に仲をとっていただ

きまして、11月６日にわざわざ本市だけのプレゼ

ンテーションをエージェント向けに実施したとい

うことでございます。参集いただいたエージェン

トは13社、19名ということで、多くの方々からは

那須塩原市の観光のイメージが変わったよという
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ようなご意見を賜ったということでございます。 

  今後は、そちらに出ていただいたエージェント

の方々を対象にしまして、12月18日、19日に現地

視察を予定しております。ちなみに、この現地視

察については、11名をお招きするというような内

容になっております。 

  市が単独でプレゼンテーションを、しかもＪＡ

ＴＡの主催によって行うということは、非常に例

のないことだというふうに思っております。そう

いうことからしますと、旅行エージェントに対す

る、今までややもすると弱かった告知、ＰＲとい

うものについてもしっかりでき始めているのかな

というようなふうに思いをはせているところでご

ざいます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） ⑴については、市長に改

めて敬意を表します。本当にすばらしいプロモー

ション、私を応援してくれる、観光事業者になり

かわり本当にありがとうございます。 

  それでは、⑵については、ぜひ全国的にも例の

ない取り組みだと思うので、積極的に取り組んで

もらいたいと思いますが、１点だけお聞きをしま

す。 

  旅行関連会社には、本市観光地の魅力のＰＲを

どのように行うのかお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） こちらにつきまして

は、ご答弁の中でもお答えさせていただきました

が、11月に観光振興東京出張所というものを開設

しまして、１名のベテランのスタッフを常駐させ

ております。このスタッフが季節時々の観光情報

を持ち合わせたＪＲ関係の東日本びゅうプラザあ

るいは関係旅行会社に積極的に営業活動を仕掛け

ていただくと、そんなようなことを予定しており

ます。 

  また、観光協会等の観光関係者が首都圏あるい

は東京で観光キャラバン的なものをやるときには、

全面的に支援をさせると、そんなようなことで東

京出張所の機能を果たしていきたいというふうに

考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） ぜひ期待をしています。 

  それでは、⑶の再質問に入ります。 

  名称については、那須塩原市観光局でよろしい

のでしょうか、改めてお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 名称についてのお尋

ねでございますが、名称につきましては本市の観

光協会の連絡協議会の協議の場において、那須塩

原市観光局とすることで合意を得ているというよ

うな状況でございます。 

  ちなみに、この観光局そのものは、あくまでも

任意の団体ということでございますので、設立に

当たっては法的な手続、そういうものは不要だと

いうことでご認識いただければというふうに思い

ます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） それでは、観光局の本市

の位置づけと観光局の業務内容についてお伺いを

いたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 観光局の位置づけに

ついてでございますが、まずは観光戦略、そして

告知宣伝、さらには観光地の品質管理をトータル
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コーディネートする専門的な組織であるというふ

うに考えているところでございます。いわば、最

初の答弁でもお答え申し上げましたが、本市の観

光施策を牽引する中核的な役割を担っていただく

んだというふうに考えております。 

  その中で、今考えられる業務については何かと

いうことでございますが、観光プロモーション業

務はもちろんのこと、観光地の品質管理あるいは

徐々にではございますが、後継者育成のための取

り組み、さらにはコンサルティング業務、そんな

ものもやっていただければありがたいかなという

ふうに考えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） ３つの観光協会の合併は、

今後の課題だと思いますが、今本市観光の発展に

は、組織の構築が必要不可欠だと思います。 

  ぜひ金は出すけど、口は出さないじゃありませ

んけれども、思いっ切り観光振興のために任せて

もらいたいと要望いたします。 

  そこで、第１次那須塩原市総合計画実施計画、

平成27年から平成28年度の中で、重要事業基本施

策５、活力を創出するまちづくりの中の３、観光

協会共同誘客事業補助の予算規模についてお伺い

をいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） ３協会共同誘致事業

補助の実計に計上されている事業費についてでご

ざいますが、こちらにつきましては8,835万円を

計上させていただきました。 

  主な内容といたしましては、本年度同様という

ことでございますが、メディアミックスによる各

種告知事業とあとは上海インバウンド事業等が主

な内容だということでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） それでは、10周年事業の

予算規模についてもお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） こちらにつきまして

も、あくまでも実計に計上された額ということで

お答えさせていただきます。こちらにつきまして

は27年度だけの単年度の事業ということでござい

ますが、7,250万円ということになります。 

  内容といたしましては、アウター向けキャンペ

ーンということで、首都圏から本市に観光客を呼

び込むための各種のモニターツアー、そんなもの

を実施していきたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） それでは最後に、改めて

この観光局の基本方針、コンセプトについてお伺

いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 観光局の基本的なコ

ンセプトについてのお尋ねでございますが、こち

らにつきましては、まず観光地としての質の向上、

そして我々が目指すところのマーケットに対して

の適正なプロモーション、そういうものを基本的

コンセプトとして考えております。 

  そんな中で、私どもの強みである観光資源をさ

らに磨き上げて、そして弱みである告知の弱さと

いうものですか、そういうものを少しでも克服し

ていければというふうに考えているところでござ

います。 

  以上です。 
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○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） まさしく継続は力なりと

ありますが、本市の今後のプロモーションの進め

方については、観光局との連携が必要不可欠だと

思うが、本市の役割についてお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） まず、我々の役割の

前に、観光局の役割についてでございますが、こ

ちらにつきましては３観光協会と市から構成され

る共同の組織だということでございます。したが

いまして、行政だとなかなかスピード感というも

のが要は確保できないところに対して、スピード

感や柔軟性を持って、具体的なプロモーション活

動に臨んでいただきたいなというようなところ、

臨むべき組織であるというような認識をしており

ます。 

  そんな中で、行政の役割としては何かと申しま

すと、やはり１つは大きな話としまして中長期的

な観光ビジョンというものをしっかりつくって、

それを旗振り役として推進していかなくちゃなら

ない。それとあわせて、今お話ししました、ちょ

っと言葉が悪いかもしれませんが、観光局という

ものをうまく回していくための条件を整えていく、

それが我々行政の役割なのかなというふうに思っ

ております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 了解をいたしました。 

  次に、⑸について再質問をさせていただきます。 

  「おもて那須手形」の状況についてお伺いしま

す。今後、「おもて那須手形」をどのように支援

していくのか、本市の考えをお伺いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 「おもて那須手形」

の概要については、初めの答弁でお話しさせてい

ただきましたとおりでございます。市として、今

後これに対してどうやって支援していくのかとい

うことでございますが、まずこの「おもて那須手

形」に参加していただく施設、店舗、そういうも

のを拡大していくということが１つ。 

  あと、あわせまして、「おもて那須手形」とい

うものをもう少し積極的にＰＲしながら、多くの

方に購買していただく。そしてそれぞれの温泉地、

観光地に足を運んでいただくということに全力を

挙げていきたいというふうに考えております。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 今のところ「おもて那須

手形」については、順調に進んでいるという認識

でよろしいんですね。であれば、これからも積極

的に事業を進めてもらいたいと思います。 

  また、この件についても強く要望をいたします。 

  それでは、市町域を超えた広域観光ネットワー

クの構築についてどのように考えているのか、お

伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 広域ネットワークの

構築についてのご質問だと思います。 

  本市を見た場合、やはり交通アクセスが非常に

いいということが１つあります。 

  また、あわせまして、本市には塩原、板室温泉

に代表されるような温泉を初めとした他に誇れる

観光資源があるということからしますと、この那

須地域の中においても、要は観光における広域拠

点になり得るのではないかというような思いを持

っております。 

  そんなことから、今後は本市を拠点と位置づけ

まして、関係する市町村との間に回遊できるため
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のネットワークづくりをしていくということが１

つ重要ではないのかなというふうに思っています。 

  そんな中で、那須地域定住自立圏というものが

ございまして、そちらのビジョンづくりにも間も

なく着手していくということがございますので、

こういう中で本市が観光の分野でイニシアチブを

とっていきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） ぜひ県北地区のリーダー

シップをきっちりと確立し、県北の玄関口として

の責任を十分に果たしてもらいたいと思います。 

  それでは、⑹の栃木県制度融資那須塩原中小企

業事業資金の内容についてお伺いします。 

  本市ならではの観光に対する融資策について、

今後の対策についてお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 本市ならではの融資

策というものについては、特に今のところ考えて

いるところはございませんが、既存の融資制度、

県の融資制度もございますし、本市も中小企業事

業資金というものを融資しております。こういう

ものもまずは周知徹底を図って、関係者の皆様方

にご活用いただけるようＰＲを進めてまいりたい

というふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） もうここまでプロモーシ

ョンを積極的に進めていくというのであれば、受

け入れ態勢の強化が必要不可欠だと思います。 

  今度この質問については、次回の一般質問あた

りでしっかりと施策を考え、質問したいと思いま

すが、⑺のブランドが成立するためには、歴史と

物語と哲学という方もいますが、本市のようにこ

れらがそろっているにもかかわらず生かされてい

なかった。本市には、本当によいものがたくさん

埋もれています。その埋もれた宝を本当の宝にか

えていくために必要なのがブランディングという

外からの視点、これを木下審議監が教えてくれた

のだと思います。 

  塩原温泉、板室温泉の歴史を大切にし、観光客

に対して物語をし、本市でしか体験できないもの

を提供していくことが「なすしおばらブランド」

の構築には必要と思うが、本市の役割についてお

伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 「なすしおばらブラ

ンド」を構築する上で、市の役割は何かというこ

とでございますが、まずマーケットに対しまして

本市ならではの観光素材のすばらしさというもの

をしっかりと告知していく、それが一番ベースの

ところにあって、それをなし遂げることによって、

まず「なすしおばらブランド」の構築につながる

んではないかというふうに思っています。 

  そのために、何回もお話ししておりますが、

我々が目指すところに対する適切なプロモーショ

ン、そして品質の向上につながる品質管理という

ものを積極的に進めていくことが我々市の役割で

はないかというふうに思っております。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） それでは、価値資源、温

泉などを生かした真の課題についてお伺いをいた

します。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 価値資源を生かした

真の課題というのが何かということでございます

が、私が考えるところでございますが、答弁でも
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お話ししましたが、古きよき情緒と効能豊かな本

市ならではの観光素材でございます温泉がござい

ます。これは全国に打って出ても、どこにも引け

を取らないような我々にとっては宝物だと思って

いますので、まずはこれを首都圏に向けてしっか

りと告知して認知してもらうこと、それがまずも

って一番重要な本市の課題かなというふうに思っ

ております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） それでは、最後にお聞き

します。 

  それでは、そこで関係団体、観光産業従事者と

ファシリテーションによる意思決定をしてみては

どうか、お伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） ファシリテーション

という言葉が合意形成だというふうに訳されると

いうことだそうでございますが、何をするに当た

っても、関係者間の合意形成に基づいてものを決

めて進めていくということは、これ物事をやる上

では、必要不可欠なことでございまして、これに

対して一定の時間がかかるというのは、当然のこ

とだというふうに思っております。 

  そんな中で、一方では、やはり時間軸等の中で

仕掛けていかなくちゃいけない事業というものも

多々ございますので、これにつきましては案件、

案件によって、その決定手法というものをうまく

組み合わせながらやっていくということになるの

かなというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 戦力かつ効果的な広報宣

伝による誘致促進を図っている本市としては、今

後も効果的かつ効率的な戦略プロモーションを展

開し、「なすしおばらブランド」に価値を高める

ことにより、那須塩原のものを買ってみたい、那

須塩原に行ってみたいと思っていただけるように、

頑張っていただきたいと思います。 

  景気回復、この道しかない2014自民党の政策パ

ンフレットで、アベノミクスでここまで来ていま

す。15年続いたデフレからの脱却のチャンスを今

手離すわけにはいきません。観光も2014年４月に

は、旅行収支が44年ぶりに黒字化、1970年大阪万

博以来となっています。 

  また、日本再生のためには、この道しかありま

せんの経済再生の中に、観光立国を推進し、観光

資源の戦略的な活用や観光産業の活性化を図りま

すとあります。ぜひ自民党が選挙に大勝し、速や

かにアベノミクスを進めてもらいたいと思います。 

  これからのますますの塩原温泉、板室温泉の認

知度の向上に期待し、この項の質問を終了させて

いただきます。 

○議長（中村芳隆議員） 質問の途中ですが、ここ

で昼食のため休憩いたします。 

  午後１時会議を再開いたします。 

 

休憩 午後 零時０１分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（中村芳隆議員） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

  ここで市長より発言があります。 

  市長。 

○市長（阿久津憲二） 櫻田議員の観光振興に関す

る質問で、一定の評価をいただけたのかなという

ことで、本当に感謝したいと思います。 

  実は、これには大きな種も仕掛けもございまし



－193－ 

て、きっかけになったのは、私は板室地区から市

会議員に昔選出されて、寄るとさわると観光の話

の中で、市会議員としてのスタートをさせていた

だいて、そういう経過がありましたんで観光の活

性化ほど心の奥底で渇望したものはなかったわけ

ですが、宇都宮市が青森市の観光市政アドバイザ

ー、市の職員じゃないんですね。もと国の職員な

んですけれども、アドバイザーで宇都宮市とかあ

るいはローマとかロンドンとか、世界各国から呼

ばれて、地域の活性化、観光の重要性を説いてい

たカトウさんという、これは本当にカリスマ的な

人でございまして、一度は話を聞きたいと、青森

に５年ぐらい前なんですけれども、県議当時お邪

魔しました。 

  その中で叱られたんですよ、何で来たんだと。

じゃ５万円払えと、１時間お話を聞かせると。こ

れちょっと考えましたけれども、せっかく来て、

私１人じゃなかったんで、みんなで金を出し合っ

て払ってお話を聞きました。 

  那須塩原とか那須とか日光を持った栃木から、

私のところへ来るとは何ごとだということなんで

すよ。青森というのは、吹雪のうちからねぶたの

準備をして、そして夏の１週間の祭りで80万人を

集めるのは命がけだよと。おまえらのところは、

何百万人も1,000万人も人が来ているじゃないか

と。そんな人が話を聞きに来るというのは、とに

かく非常に簡単にいうと愉快な気持ちはしないと。 

  その観光について、私も長くかかわった関係で、

県議時代もそういう部門の代表なんかやっていた

ことがありまして、全国へ行っても常に話題にな

るのは、観光の入れ込みが幾らあった。外国のお

客さんが20万人ふえた、そういう話、だから集計

業務の報告を聞くだけで、これは東京へ行っても

ほとんど同じ状況が繰り返されておりました。 

  そこで、市長に就任したときに、この思いを払

拭するためにどうしたらいいんだということで、

木下審議監の公募に応じた審議監を私は直接面接

していませんが、市の幹部がこれぞ本物だと、こ

ういう話で報告を受けました。 

  初めに会ったときにお願いしたことは、とにか

く数字とか理屈、これはいいと。何十年もやった

けれども、その域を一向に出ない。目に見える観

光をしてくれと、お客のふえる観光の手を打って

くれと、こういう形で、最初の会話がそれでした。 

  そういう意味で、きょう櫻田議員の質問にあっ

たさまざまな事業あるいは11月にも上海のシート

リップと言いましたか、中国挙げての大観光でこ

の売り込みをしてきたと、こういう実績といいま

すか、こういうことが地道に重なって、間違いな

く観光客は増加に転じていると、こういうことが

ありまして、私の原点はとにかく目に見える観光、

話し合いをする観光ではなくて、それを木下審議

監に強くお願いして、ほぼそういう形で動いてき

ているのかなと、こんなことを質問聞きながら感

じました。 

  今後とも私も力を抜かずに努力を続けますんで、

議会の皆様のご支援もよろしくお願いして、あえ

て原稿もございませんが、私からの答弁の一端に

かえさせていただきます。 

  ありがとうございました。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 市長、ありがとうござい

ました。 

  もとをただせば、私も自民党時代、みんなの党

いろいろありましたけれども、４年前は県会議員

の選挙を一緒に戦わせてもらって、あの板室の悲

惨な地域を見て、それが今日こういった思いで、

僕も板室に友達がいますんで、大分変わってきた

と。保養から湯治から、もうある程度の域まで達

したのかなと、ただ今市長が言ったように、手綱
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を緩めるとまた大変なことになりますんで、持続

可能な観光推進の施策を進めていってもらいたいと。 

  答弁ありがとうございました。 

  それでは、２、シティプロモーション戦略の推

進について。 

  近年、多くの地方自治体において、地方の魅力

を訴求するシティセールス、シティプロモーショ

ンの動きが起きています。シティプロモーション

を進めるに当たり、①認知度の向上、②情報人口

の拡大、③交流人口の増加、④定住人口の獲得、

⑤シビックプライドの形成、⑥企業誘致が目的と

されます。すなわち、民間企業（法人を含む）あ

らゆる住民から選ばれる自治体に変貌することが

目的です。 

  とはいえ、この６点を全て目指している自治体

はほとんどありません。自分たちの現状や特徴に

合わせ、どれかを選択し、戦略的にシティプロモ

ーションを推進しています。先進的な自治体とし

て挙げられる千葉県流山市、東京都足立区、大阪

府箕面市などは、プロモーション効果でいずれも

定住人口や交流人口などを増加させています。 

  そこで、本市のプロモーション戦略の推進につ

いて以下の点をお伺いします。 

  ⑴本市のシティプロモーション効果の現状と進

捗状況についてお伺いします。 

  ⑵自治体名の認知度の向上が結果的に交流人口

や定住人口の増加、シビックプライドの形成、自

治体のブランド化につながると思うが、本市の取

り組みについてお伺いします。 

  ⑶今後における本市のプロモーションの推進に

ついてお伺いします。 

  以上、１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員の質

問に対し、答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） ２、シティプロモーショ

ン戦略の推進について、⑴から⑶の質問に対し、

関連がございますので、一括してお答えをいたし

ます。 

  本市のシティプロモーションは、定住促進を図

るため、プロモーション活動に取り組むものでご

ざいまして、大きく２つの方向性を持つものであ

ります。 

  １つは、市民一人一人が市への愛着と誇りを持

って住み続けていくことができるよう、シビック

プライドを醸成し、人口のダムを築くためのプロ

モーション活動であり、もう一つは、特に人口が

集中する首都圏からの移住を促進し、人口の逆流

を起こさせるプロモーション活動であります。 

  具体的な取り組みとしては、広報、ホームペー

ジを活用した定住促進に関する記事掲載や行政情

報、企業情報、市民活動情報、観光情報など、市

に関する情報を１つにまとめ、市民の利便性を高

める那須塩原市地域ポータルサイトの立ち上げを

行ってまいりました。また、ブランドメッセージ

の検討やＰＲ用映像の作成も進めているところで

ございます。 

  認知度の向上につきましては、ＪＲ東日本との

連携によります大宮支社管内71駅への新幹線定期

券購入助成事業のＰＲポスターの掲示、子育て世

代をターゲットに、12月15日に発行される全国紙

へのＰＲ記事掲載やウェルカムガイドの作成、そ

のほか観光プロモーションと連携した取り組みや

各種マスコミへの情報提供等を積極的に行ってき

ております。 

  各事業の実施に当たりましては、職員で組織す

る定住促進実行部隊の活動を初め企業との連携や

市民の協力を得ながら進めてきているところでご

ざいます。 

  これらのプロモーション活動は、今年度からの
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取り組みでございまして、現段階で人口の増加等、

目に見える効果としてあらわれているものはあり

ませんが、例年になくマスコミからの取材や移住

に関する問い合わせがふえていると感じておりま

す。また、他自治体からの視察についても多くな

っております。 

  今後につきましては、来年度シティプロモーシ

ョン課を創設し、プロモーション活動の充実を図

り、市民はもとより首都圏のターゲットに対する

訴求を継続していくとともに、５月には首都圏に

おいて、市のさまざまな魅力や定住促進の取り組

みを強くアピールすることを目的に、定住促進キ

ックオフイベントを開催したいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 部長、丁寧なご答弁あり

がとうございます。 

  それでは、⑴から⑶については、関連をしてい

ますので、一括で再質問をさせていただきます。 

  シビックプライドの形成を本市としてはどのよ

うに考え、またどのように熟成していくのか、本

市の考え、取り組みについてお伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） シビックプライドにつき

ましては、先ほども申し上げましたが、シティプ

ロモーションにおきましては非常に重要なことで

ございまして、そのシビックプライドを形成する

ために市のさまざまな魅力をあらゆる機会を捉え

て、市民にお知らせし、認識していただくととも

に、市民みずからが主体的にまちづくりに参加し

ていただくよう取り組んでいくことが重要である

と考えてございます。 

  そこで、シティプロモーションの推進において

は、積極的な情報発信と市民との連携による事業

展開を図ってまいりたいと考えてございます。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 2014自民党の政策パンフ

レットの中にも、地域創生の実現に向けて、地方

が主役となった取り組みを推進し、大都市からの

新たな人口の流れを生み出しますとあります。 

  そこで、人口の逆流を起こさせる本市のプロモ

ーション活動の１つでもあります那須塩原市地域

ポータルサイトについて、具体的な内容をお伺い

します。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） 地域ポータルサイトのお

尋ねでございますけれども、那須塩原市地域ポー

タルサイトにつきましては、先ほども申し上げま

したが、行政、市民、企業が一体的に情報発信を

できることに加えまして、サイトを通じて市民相

互が交流できることが特徴でございます。 

  例えば市民団体やサークル等が会員を募集する

場合、サイト上でのやりとりが可能となります。

また、市民が市民特派員として日々の暮らしを情

報発信し、その情報に関し意見交換ができるよう

なコンテンツも設けていきたいというふうには考

えてございます。 

  結果として、サイトを通じて市民相互の情報共

有や交流が活発等となりまして、市民生活の利便

性の向上やシビックプライドの醸成につながれば

というふうに考えてございます。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） それでは、自治体が認知

度向上させることの一つに、ブランドメッセージ

の構築があると思うが、ブランドメッセージにつ

いて本市の所感を伺います。 

  例えばギョーザといえば、焼きそばといえばみ

たいな感じの明確なご答弁をお願いしたいと思い
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ます。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） 明確なブランドメッセー

ジということでございますけれども、12月２日で

すか、会派代表の鈴木紀議員の質問にも、市のイ

メージということでのお尋ねがございました。 

  ギョーザといえば宇都宮ということで、生乳生

産本州一ということで、これまで本市はＰＲして

まいりましたけれども、シティプロモーションに

おけますブランドメッセージとほかの地域にない

本市の魅力をわかりやすくメッセージにまとめま

して、広く訴求するために活用していくものだと

いうふうに思っております。 

  現在専門家や市民を交えた構築に取り組んでい

るところでございます。そのうち、そのブランド

メッセージというものが構築されるというふうに

考えてございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 本当にブランドメッセー

ジは非常に大事なことだと思いますね。 

  部長、私を見たときに僕のメッセージはわかり

ますか。12月の誕生石はターコイズなんですよ。

僕きょうターコイズブルーのネクタイをしてきま

した。どっちかというと僕のスタイルは、質問し

ているとすぐ熱くなるんですよ。少し爽やかに冷

めるようなそんな意味合いを持ってしてきました。 

  元来、似合わないんですが、どっちかというと

僕のイメージは赤とかオレンジというイメージな

んですが、今回はあえて部長にもその辺をわかっ

てもらいたいと思って、あえてこんなようなスタ

イルにしてきましたが、なかなかすてきだと思い

ませんか。そういうところも十二分に考えながら、

ぜひブランドメッセージも考えてもらいたいと思

います。 

  認知度の向上に向けての民間企業との連携や市

民の協力による具体的な取り組みについてもお伺

いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） 認知度の向上ということ

でございますけれども、民間企業や市民との連携

協力は非常に大切だというふうに思っておりまし

て、具体的な取り組みとして本年度創設しました

新幹線通勤に係る補助、また三世代同居に係る補

助の２つの補助事業を広く周知するために、ＪＲ

東日本、また地元の建設業者の関係の方、また商

工会などと連携して、協力をいただきながら進め

ているというところでございます。 

  さらに、雑誌のＰＲ記事、ウェルカムガイドで

は、多くの市民の方に参加をいただいて作成して

いるというところでございます。 

  来年５月に予定しております定住促進キックオ

フイベントを初めさまざまな事業についても民間

企業や市民の方との連携によりまして実施をして

いきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） このことに関しても、ま

た市長に敬意を表するところではあるんですが、

本市がシティプロモーションに注目する背景とし

て、日本が減少人口へと歩んでいることが大きな

理由でありますが、市長がどの自治体よりも早く

このことに注目し、今いる人口を維持したいとす

る思考が本市のシティプロモーションに向かわせ

ていると思いますが、プロモーション活動は今年

度からの取り組みではありますが、プロモーショ

ンを始めるに当たり、注意すべき点についてお伺

いをいたします。 
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○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） シティプロモーション、

今年度から新たに取り組んでいるものでございま

すけれども、そのシティプロモーションを推進す

る上での注意点ということでございまして、本市

のシティプロモーションは先ほども答弁をいたし

ましたが、定住促進を進めるための手段であると

いうふうに捉えております。そのため、市の魅力

をいかに戦略的にターゲットへ届けるかというこ

とが重要だというふうに考えてございます。適切

な情報を有効な方法で伝えていくことが必要だと

いうふうに思っております。 

  また、市を初め先ほども言っていますように、

市民、企業が一体となる取り組みが必要だという

ことで、オール那須塩原の取り組みで進めていく

ことも必要だというふうに考えてございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） それでは、来年度シティ

プロモ―ション課の創設についての規模について

お伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） シティプロモーション課

の規模でございますけれども、来年度創設予定の

シティプロモーション課の構成につきましては、

既に議員の皆様にお示ししているとおり、プロモ

ーション係と広報広聴係、情報管理係の３係を予

定しているところでございます。人員の配置につ

いては、まだ未定というところでございます。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 本市の命運を担う課です

ので、ぜひ機能的に進められるような規模でお願

いを申し上げます。 

  また、ちょうど市制10周年ですので、前回、そ

の前にも質問したと思うんですが、このシティプ

ロモーション課がこの後、那須塩原の将来を決め

ていく大きなかじ取りの課でもありますので、ど

うか場合によっては庁内を越えてバックアップし

ていただければと、強く要望します。 

  最後になりますが、来年５月に首都圏において

市のさまざまな魅力や定住促進の取り組みを強く

アピールすることを目的とした定住促進キックオ

フイベントについての具体的な計画について、お

伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） 定住促進について申し上

げますれば、昨年度計画を策定しまして、今年度

その計画に基づいて施策を打ち出したという年で

ありまして、来年度シティプロモーションの活動

も実質的なスタートの年になるだろうというふう

に思っております。 

  定住促進キックオフイベントにつきましては、

そのスタートを切るイベントだというふうに位置

づけをしてございます。 

  具体的には、東京の商業施設のイベントスペー

スを会場に、首都圏に在住している子育て世代、

本市出身の若者世代を招待しまして、本市のさま

ざまな魅力をステージやＰＲブースにおいて発信

をしたいというふうに考えてございます。 

  また、イベント、告知やその内容を発信するた

め、ラジオなどのマスコミを積極的に活用してま

いりたいというふうにも考えてございます。 

  イベントでは、地元の企業、農業者、市民団体

ですとか、さらに首都圏で那須塩原市を応援して

いただいているふるさと応援隊という方が35名程

度いらっしゃいます。その方にもご協力をいただ

き、市の魅力をアピールし、官民一体となった活
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動を行いたいというふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） それでは、部長、東京の

商業施設のイベントスペースという答弁だったん

ですが、東京のどの辺の場所でやるのか、改めて

お伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） 東京のどの辺の場所かと

いうことでございますが、まだ12月議会で補正予

算を計上させていただいているところでございま

すので、具体的に決まっているわけではございま

せんけれども、11月の会派代表者の方の懇談会の

中で、私の希望ということで池袋のサンシャイン

みたいなところでできればというようなお話をさ

せていただきました。そういった商業施設ですね。

人の多く集まるところの施設で開催ができればと

いうふうに思っています。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 了解をいたしました。 

  どこの地域よりも早く、人口減少問題に取り組

んだ本市の取り組みは、非常に評価のできるもの

で、八溝山周辺地域定住自立圏、那須地域定住自

立圏の目的達成のため、ぜひイニシアチブをとっ

て進めてもらいたいと思います。私は、この黒磯

の地から一歩も外へ出たことのない、本当の黒磯

っ子でもあります。この大好きな那須塩原市が未

来に向けてますます発展することを心から期待し、

私のこの項の質問を終了します。 

  それでは、３、那須塩原市の野球場とソフトボ

ール場の整備について。 

  那須塩原市スポーツ施設整備計画では、くろい

そ運動場の本球場改修設計を平成27年度に予定し

ているが、野球を愛する市民にとっては、非常に

楽しみであります。なおかつ本市では、硬式野球

のできる唯一の球場としての役割は大きく、また

県北地域においては、ソフトボール競技も非常に

盛んな地域であることから、くろいそ運動場の本

球場と本市のソフトボール場の整備内容と現状に

ついて、以下の点をお伺いします。 

  ⑴野球場整備についての基本方針をお伺いしま

す。 

  ⑵野球場の現状と課題についてお伺いします。 

  ⑶野球場整備計画について、今後の取り組みを

お伺いします。 

  ⑷ソフトボール場整備計画の基本方針について

お伺いします。 

  ⑸ソフトボール場の現状と課題についてお伺い

します。 

  ⑹ソフトボール場整備計画について、今後の取

り組みをお伺いします。 

  以上、１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員の質

問に対し、答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） それでは、３の質問にお

答えをいたします。 

  那須塩原市の野球場とソフトボール場の整備に

ついてということで、まず⑴の野球場整備につい

ての基本方針でございますが、野球は本市におい

ても幅広い年齢層の市民が楽しんでいる競技の一

つで、市の体育協会の登録者数でも最も多くの登

録者がおります。 

  野球場については、那須塩原市スポーツ施設整

備計画の中で、くろいそ運動場本球場、補助球場

が拠点となる施設として位置づけております。公

認野球規則による野球場の規格を参考にして、整

備していきたいというふうに考えております。 

  次に、⑵の野球場の現状と課題についてでござ
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いますが、現状としては施設の老朽化が進んでお

ります。グラウンドの排水能力も低下していると

いうような状況にもあります。また、内外野のフ

ェンスについてもコンクリート製のため、安全対

策が必要であるというような状況です。 

  さらには、公認野球規則による野球場の規格で

はないことや観客席が少ないことなどから、大規

模の大会の開催には不向きであることなど、これ

らが課題とも言えると思っております。 

  次に、⑶の整備計画についての今後の取り組み

でございますが、くろいそ運動場本球場につきま

しては、公認野球規則の規格にまず適合していな

いという状況でございますので、平成27年度に改

修のための設定を行って、28年度に改修工事を行

う予定でございます。 

  次に、⑷のソフトボール場整備計画の基本方針

についてですが、ソフトボールは野球と同様、本

市を代表するスポーツで、小学校や中学校では全

国的に活躍をしている学校が多数ございます。全

国大会も多く開催されているというのが状況でご

ざいます。 

  ソフトボール場につきましても、本市の那須塩

原市スポーツ施設整備計画の中で、にしなすの運

動公園多目的運動広場、三島体育センターグラウ

ンドが拠点となる施設として位置づけられており

ます。 

  今後も機能充実のための整備を行っていきたい

と考えております。 

  次に、⑸の現状と課題についてですが、現状と

しましては、にしなすの運動公園多目的広場につ

いては、一部に排水能力が低下している箇所がご

ざいます。また、バックネットフェンスの安全対

策が十分でなかったことから、これらについては

本年度改良工事を行っているところです。 

  三島体育センターグラウンドにつきましても、

やはり排水対策、雨水対策やバックネットフェン

スの安全対策、また老朽化したトイレの改修など

を行う必要がありますので、これらのことが課題

であるというふうに考えております。 

  最後に、⑹の整備計画の今後の取り組みについ

てでございますが、平成27年度から28年度にかけ

て、三島体育センターグラウンドのバックネット

のラバーフェンス設置、排水改良工事、トイレの

改修工事等を行っていく予定でございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 部長、答弁ありがとうご

ざいます。 

  それでは、⑴から⑶については、関連をしてい

ますので、一括再質問をさせていただきます。 

  公認野球規則による野球場の規格を参考にして、

整備をしていきたいという答弁をいただきました

が、イメージとしてくろいそ運動場野球場には、

どのように当てはめて考えていくのか、具体的に

お伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 公認野球規則に適合する

という、まず前提がございます。現状の本球場と

規格との比較をちょっとしてみたんですが、まず

両翼の距離が規格では97.53ｍとなっております

が、現状は90ｍです。また、センター、中堅まで

の距離につきましても121.92ｍが規格でございま

すが、現状は120ｍと、やはり全体的に規格より

も小さな施設になっているというのが現状でござ

います。 

  そういったものを踏まえまして、整備のイメー

ジでございますが、現在の球場、規格をそっくり

当てはめてみた場合、どうしてもテニスコート側

については、管理用道路が入っているということ
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で、なかなかそちらには広げづらいであろうとい

うような考えもございますので、全体的にレイア

ウトを調整しながら、限られた面積の中で改修を

してきたいというような考え方を持っております。 

  また、整備に当たって、参考となるような野球

場ですね。近隣にも幾つかございますので、そう

いったものを今後設計の段階で参考にしながら、

できるだけ環境に合ったような施設にできればと

いうふうには考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） それでは、部長、野球場

の課題をどのように対応していくのかお伺いいた

します。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 現在の課題ということで

ございますが、先ほども申し上げましたように、

規格にまず合っていないというのが一番の課題だ

というふうに思っております。 

  そのほかに、現状では、排水対策についても多

少難があるというようなこと。また、コンクリー

ト製のフェンスというのが現状でございますので、

そういった安全対策、そういったものもやはり大

きな課題になるであろうと。そのほか、やはり本

部室であるとか、それぞれ規格に示されているよ

うな施設というのも整備をしていく必要があるで

あろうという考えを持っておりますので、そうい

ったもろもろの部分が課題であるとは考えており

ますが、今申し述べたようなところが大きな課題

ではないかというふうに考えています。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 野球場の現状と課題につ

いても、十分に理解をするところであります。な

ぜなら、私もプレーヤーとして黒磯野球界に櫻田

ありと言われたプレーヤーです。今となれば伝説

のプレーヤーではありますが、人一倍野球場の建

設には思い入れが強い人間でもあります。担当部

局の職員にも私の思い入れが十分に理解されてい

るところだと思います。なぜなら議員になってか

ら６年間、地道に、地道に野球場の建設について

は、質問をさせていただきました。 

  そこで、第１次那須塩原市総合計画実施計画、

平成27年から28年度事業の計画の中で、基本政策

６、豊かな心と文化を育むまちづくりの中で、ス

ポーツ施設の整備の中のくろいそ運動場整備事業

で、平成27年に野球場改修工事測量設計に4,142

万8,000円、平成28年に野球場改修工事、補助球

場改修工事測量設計に４億3,776万6,000円とあり

ますが、ＴＥＡＭ那須塩原の平成26年６月30日に

提出した、くろいそ運動場野球場整備計画に関す

る要望書をどのように捉えているのか。また、整

備計画との整合性についてお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） ことし６月に提出をいた

だきました要望書につきましては、内容等を拝見

させていただいた中で、野球を心から愛している

と、また本市のスポーツ振興を願っているという

ふうに、基本的にはまず捉えさせていただいてお

ります。 

  本市のスポーツ施設整備計画、また振興計画に

おきましても、市民１人１スポーツというものを

推進しております。そういった中で野球場の整備

計画を行う中で提出されました要望書につきまし

ては、現時点で要望内容を全て対応できるという

ことではございませんが、できる限りその要望の

内容を精査しながら、対応できるものについては、

前向きに取り組んでいきたいというふうに考えて

いるところです。 
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○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 部長、きょうは一般質問

の４人中３人が、誰がそろえたか黒磯高校の野球

部なんですね。部長もご存じのように、名門黒磯

高校は、県北で唯一甲子園に出ている高校でもあ

ります。野球部の３人が議員になっていて、グラ

ウンドもできないんじゃないかというような市民

の皆様からお怒りも聞いているところであります。 

  議員になって６年間、地道に質問をしてきまし

たが、後輩の相馬剛議員は同じ会派でよく野球談

議をしたりしていますが、会派は違っても大野議

員も同じ野球部の後輩ですから、志は一緒だと思

っています。であれば、もう少し今まで僕がずっ

と質問していて、本当に市としてはやってくれる

のかなと。スポーツ施設振興計画は、僕が思うに

は、マスタープラン、総合計画ですから、非常に

重要な計画だと思っています。 

  きのう部長が山本議員の質問だったと思います

が、次は野球場だぞと言ったようにお見受けをし

ました。その辺は間違いないんですね。確認の意

味でちょっとお聞きします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） そのとおりでございます。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 本当にありがとうござい

ます。議員になって４年目の３月のときに、もう

やるという答弁もらっていますので、確認の意味

で聞きましたが、うちのＴＥＡＭ那須塩原の要望

は、９項目にわたって要望を提出していました。 

  そこで、栃木県高校野球連盟北部支部の要望書

も添えてお願いをしていると思いますね。８つの

要望の内容が満たされれば、永年の長い間の夢で

もありました高校野球の栃木県大会の一部を本市

野球場で開催できるとありますが、そういった要

望もいたしていますので、本市の考えを改めてお

伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 市といたしましても、や

はり公式大会が開催されるということについては、

レベルの高いプレーを目の当たりにできたり、多

くの市民に野球のすばらしさ、また感動を伝える

ことができるということと、あわせて野球に取り

組む選手の方々の意欲の向上につながるんであろ

うというふうに認識しておりますので、可能であ

ればそういった公式大会も本市で開催されればな

というふうには思っております。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 先ほど野球場整備につい

ての基本方針についてはお伺いをしましたが、本

市の考える基本方針としては、私は熱いものが感

じられません。観光行政のように、しっかりとし

たビジョンをつくってもらい、だからそこでミッ

ションが生まれます。そして私のようなパッショ

ンを持った人たちが事業の成功のために盛り上げ

る、まさしく本日最初に質問をさせていただきま

した観光のように一歩一歩成功へと歩み続けるス

ポーツ施設の現状を考えれば、少し歯がゆい部分

は感じますが、平成28年に完成するという認識で

よろしいのでしょうか、お伺いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 今回の野球場整備につき

ましては、スポーツ施設整備計画を基本として位

置づけたものでございます。平成28年度内の完了

を見込んでいるところです。 

  しかしながら、事業費も多額になっております。

また、工事の種類も多岐にわたっているというよ

うな状況から、工期等も十分に今後検討しながら、
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期間内に完了できるよう努めていきたいというふ

うに考えています。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） それでは、野球場に対し

ての最後の再質問になりますが、くろいそ運動公

園野球場整備計画に関するＴＥＡＭ那須塩原の要

望書をどのように反映していくのか、最後にお伺

いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 先ほどもお答えをさせて

いただきましたが、要望書に込められた思いとい

うものについては、十分理解をしているところで

ございます。予算の範囲という形にはなりますけ

れども、要望の内容も含めできる限り計画に反映

していきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） これ以上、再質問をして

いくと、やぼな質問になってしまいますので、確

認はしますが、この後、バトンを相馬剛議員に渡

して３月、６月と波状的に私たちの要望が組み込

まれれば、間違いなくすばらしい球場ができると

思っていますので、その辺は十分に理解をしつつ、

設計測量に前向きに考えてもらいたいと思います。 

  それでは、⑷から⑹については関連をしていま

すので、一括して再質問をさせていただきます。 

  ソフトボールは本市のみならず、この県北地域

が全国的に活躍している学校が多数あることは、

十分に承知をしているところであります。また、

ソフトボールの拠点は、にしなすの運動公園多目

的運動広場、三島体育センターグラウンドと位置

づけられていることも十分に承知をしています。 

  そこで、全国大会を開催されている本市のこの

２つのグラウンドについては、少し格差があるよ

うに感じますが、本市のお考えをお伺いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 今お話のありました２つ

のグラウンドというものを現状の中で比較をさせ

ていただきますと、まず排水能力については、に

しなすの運動公園のほうが比較的良好にできてお

ります。ただ、一部目詰まり等もありますので、

ことし改修工事を行っておりますが、三島のグラ

ウンドについては、なかなか排水機能が改善され

ていないというような状況かと思います。 

  また、設備の面で見てみますと、にしなすの運

動公園には、いわゆる外野のフェンスですか、そ

ういったものが常備されておりますので、大会に

おいては設置がすぐできると。ただし、三島の体

育センターについてはそろっておりませんので、

借り上げをしながら対応しているというのがちょ

っと比較的には差があるのかなというふうに思っ

ております。 

  また、夜間照明で見ますと、逆に三島について

は照明が整備されていますが、にしなすの運動公

園には整備されていないというような状況でござ

います。細かい点はいろいろあるかと思いますが、

現状としてはそういった２つの施設の違いといい

ますか、格差ということがあるのかなというふう

には認識しております。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） それでは、機能充実のた

めの整備の具体的な内容についてもお伺いをいた

します。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 機能の充実ということで、

にしなすの運動公園につきましては、先ほどお話

を答弁させていただきましたが、本年度排水につ
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いての改良工事、約２万4,000㎡を行いたいとい

うふうに考えておりまして、今進めているところ

でございます。 

  また、バックネットにラバーフェンスが張って

おりませんので、２カ所のバックネットにフェン

スを設置する予定で進めさせていただいておりま

す。 

  そのほか防球ネットについても、24ｍほど設置

ができればということと、あわせましてスコアボ

ード２基の整備をまず考えております。 

  次に、三島の体育センターグラウンドでござい

ますが、こちらについては来年度以降の改良工事

ということになりますが、特に雨水対策というこ

とで排水改良工事を考えております。 

  また、バックネットのラバーフェンスの設置、

倉庫を兼ねたトイレの改修等も予定しているとこ

ろでございます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） それでは、ソフトボール

の拠点整備の予算も、三島体育センター管理事業

は明記されているが、にしなすの運動公園につい

てお伺いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） にしなすの運動公園につ

きましては、これまで継続的に整備をしてまいり

まして、本年度の事業で基本的には完了するとい

うような考え方でございます。そういった意味で

にしなすの運動公園の予算上、実施計画上の位置

づけでは載っていないと。その分、三島について

は来年度から力を入れていくというような考え方

です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） それでは、ソフトボール

の拠点整備については、十分理解をするところで

すが、全国大会の誘致などには、本市としての課

題をどのように克服していくのか、具体的にお伺

いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 全国大会の誘致に対して

の課題ということでございますが、施設整備につ

きましては、これまで申し上げたとおり実施をし

ていくというのが基本でございますが、各競技団

体や学校などとの連携というのが大変重要である

というふうにまず考えております。この辺が大き

な課題かなというふうにも思っておりますが、こ

れまで何度か開いておりますので、ある程度ネッ

トワークが構築されているかなというふうに考え

ております。 

  また、本市の特性でありますが、新幹線や高速

道路などの交通機能が整っていると。また、宿泊

施設、自然環境等も他の自治体に比べれば相当ま

さっているかなというようなポテンシャルがある

というふうに考えておりますので、施設の改善、

またこういった本市の持つ魅力を関係機関ととも

に発信をしながら、誘致活動につなげていければ

というふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） それでは、最後の再質問

に入りますが、全国大会規模の大会の誘致につい

ての基本的な考えをお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） ソフトボールにつきまし

ては、本市においてはこれまで全国スポレク祭で

あるとか、全国中学校総合体育大会などが開催さ

れているというようなこれまでの実績がございま
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す。本市では、やはり全国的にもソフトボールの

競技レベルが高いという地域でございます。今後

施設整備を行った上、大会に向けての条件の整備

については整っていくというふうに考えておりま

すので、ソフトボールの振興、あわせてスポーツ

の振興を図る観点からも、全国規模の大会の誘致

に向けた情報の収集を行いながら、改めて誘致に

ついて積極的にかかわれればなというふうに考え

ております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 国際オリンピック委員会、

ＩＯＣは11月18日、バッハ会長が進める中長期改

革、五輪アジェンダ2020の40項目の提案を発表し、

実施競技の選定では、28の夏季五輪競技枠の撤廃

や開催都市が希望する複数の種目を盛り込んだ12

月の臨時総会で提案が承認されれば、20年、東京

五輪で野球とソフトボールなどが追加される可能

性も出てきたと、報道がありました。バッハ会長

は、これまで28競技の上限は確たる理由もなく、

形式的な数字だった。今後は種目に重点を置く考

え方にシフトし、柔軟な改革を目指すと説明をし

ました。東京五輪での野球とソフトボールの追加

については、個別の議論に入るのは時期尚早とし

た。提案では、大会の肥大化抑制のため、夏季五

輪が参加選手数は約１万500人と、約310種目、冬

季五輪は約2,900人、約100種目とした。また、20

年東京五輪での野球とソフトボールの実施競技復

帰を支援する参議院自民党の議員連盟の第２回総

会が11月18日、都内で開かれ、そこで自民党参議

院議員の会長が念願を達成できたらうれしい、も

う一度オリンピックで野球とソフトボールを見た

いと、挨拶をしました。 

  総会には、堀内恒夫事務局長や宇津木日本ソフ

トボール協会副会長らが出席し、野球とソフトボ

ールがオリンピックから除外された事情や今後の

課題などについて話し合いました。宇津木副会長

は、ソフトボールは普及が足りない。野球と心を

一つにし、世界を動かさないといけないと、呼び

かけをいたしました。 

  ぜひ東京オリンピックの種目に野球、ソフトボ

ールの競技で、本市出身のプレーヤーが出て、活

躍する姿を夢見、夢を持って施設の整備に心がけ

てもらいたいと思います。 

  特に、野球場の整備については、私の夢でもあ

ります。よろしくお願い申し上げ、私のこの項の

質問を終了させていただきます。 

  それでは、最後の質問です。 

  ４、黒磯那須消防組合消防本部黒磯消防署の建

てかえについて。 

  那須地域広域消防運営計画は、大田原地区広域

消防組合と黒磯那須消防組合を統合し、新たな消

防組合を設置するため、平成25年４月に設立され

た。那須地域消防広域化協議会において、消防広

域化後の常備消防の円滑な運営を確保するために、

那須地区２市１町の総意のもとに策定されたもの

です。 

  そこで、今までたくさんの議員の方が質問をし

てきましたが、黒磯那須消防組合消防本部黒磯消

防署の老朽化に伴う建てかえについて、以下の点

をお伺いします。 

  ⑴黒磯那須消防組合消防本部黒磯消防署の建て

かえに係るこれまでの経緯についてお伺いをしま

す。 

  ⑵那須地域広域消防運営計画の中でも、第３章、

広域化後の消防の円滑、運営の確保に関する事項、

４、施設整備について具体的にお伺いします。 

  ⑶黒磯那須消防組合消防本部黒磯消防署の建て

かえについて、今後どのように取り組んでいくの

かをお伺いします。 
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  以上、１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員の質

問に対し、答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（阿久津憲二） 順次お答えいたします。 

  まず、黒磯消防署の建てかえにかかわるこれま

での経過でございますが、現消防庁舎は昭和46年

に建築され、43年が経過した建物であります。老

朽化や耐震性に問題もあることから、これまでに

消防組合職員で構成する内部検討委員会で検討を

してまいりましたが、具体的な新庁舎の建設計画

には至っておりません。 

  現在用地の選定や調査等の建築に向けた準備を

進めております。 

  次に、那須地域広域消防運営計画第３章、広域

化後の消防の円滑な運営の確保に関する事項、４

の施設整備と⑶の黒磯消防署の建てかえについて、

今後どのように取り組んでいくのかについても、

関連がありますので一括してお答えをいたします。 

  那須地域広域消防運営計画は、これまで開催し

ました那須地域消防広域化協議会の結果をもとに、

広域化後の常備消防の円滑な運営を確保すること

を目的として策定したもので、消防庁舎を含む施

設整備につきましても、これを定めております。 

  施設の現状としましては、広域化後において所

管する消防庁舎となる本部、署、分署の合計９庁

舎のうち、黒磯消防署を含む６庁舎（黒羽分署、

塩原分署、湯津上分署、板室分署、湯本分署）が

昭和40年代または50年代前半の建物であり、その

中で耐震補強が済んでいるのは黒羽分署のみであ

ります。 

  このため、老朽化耐震性にも問題がある黒磯消

防署を含む５庁舎については、那須地域広域消防

運営協議会において、各地区の防災拠点として計

画的な整備が必要であると位置づけ、広域化後に

関係市町の財政負担等を考慮し、整備計画を作成

することとしております。 

  間違った言葉を話していますので、もとに戻り

ますが、那須地域広域消防運営計画において、各

地区の防災拠点を計画的にということで、現在進

めております。 

  以上で第１回の答弁にかえます。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 市長、答弁ありがとうご

ざいます。 

  それでは、⑴から⑶については、関連をしてい

ますので、一括で再質問をさせていただきます。 

  まず最初に、究極の再質問です。 

  黒磯那須消防組合消防本部黒磯消防署の建てか

えは必要だと思いますか、そのところをお伺いし

ます。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 黒磯消防署の建てかえは

必要であるかというご質問でございます。 

  ただいま市長のほうが答弁しましたとおり、現

在の黒磯消防署建築後43年が経過をしております。

本当に老朽化しておりまして、雨漏りを初めとし

まして、いろいろな故障やふぐあいが生じている

というようなことでございますので、早期な整備

が必要だというふうに考えております。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 必要とあれば建てかえる

必要という共通認識のもとに、改めて再質問をさ

せていただきます。 

  内部検討委員会で検討して、新庁舎建設に至ら

なかった最大の理由をお伺いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 黒磯那須消防の中での組
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織というふうなことになりますが、検討組織を立

ち上げて、検討をもう随分昔からしてきたわけで

ございますけれども、その過程の中で１つは、皆

様方ご存じかと思いますが、栃木県の消防、これ

を一本化にしようというふうな話がございました。

残念ながらそれにつきましては流れてしまったと

いうふうなことがございます。その流れを酌みま

して、次に那須地区、本市、それから大田原市、

那須町でありますけれども、２市１町の那須地域

消防広域化協議会が25年に立ち上がったというふ

うな経過がございます。そんな経過から消防本部

なりをどこにするかというふうなところがありま

して、なかなか計画が進まなかったというふうな

ところがございます。 

  また、並行しまして、その移転の候補地、これ

も検討を重ねてきたところでございますが、なか

なか用地交渉、地権者の方というふうなことにな

りますが、調整が進まず建設計画のほうが具体化

には至らなかったというふうなことでございます。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） それでは、新庁舎建設に

向けて進捗状況についてお伺いをします。 

  また、用地の選定調査等についても詳しくお伺

いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 建設に向けての進捗状況

というふうなことでありますけれども、先ほども

申し上げましたように、消防本部のほうで内部組

織でありますけれども、整備内容等を取りまとめ

ているというふうなことになります。 

  それにつきましては、その必要性あるいはある

べき機能、適正な位置、そういったものについて

取りまとめをしているところでございます。 

  用地の選定等につきましては、やはり現在の消

防本部あるいは消防署が市街地に位置していると

いうふうなところもございます。そんなところや

はり消防活動を迅速にというふうな観点からする

と、市街地から余り遠く離れていないところ、つ

まり現在の庁舎から余り遠くないところというふ

うなところで検討を進めているところでありまし

て、現在幾つかの候補地というふうなことで検討

を進めておりまして、この市役所、本庁移転が今

後進む中で、ここの跡地も含めて検討をしている

ところでございます。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 本当にその用地の選定が

ポイントになっているというところは、十分に理

解をします。 

  それではまた、那須地区広域消防運営計画のメ

リットは十分に理解するところではありますが、

広域化後の消防庁舎建設などはデメリットになっ

ているのではないかと思います。 

  そこで、本市の考えを改めてお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 消防のほうが広域化にな

りますと、施設整備の推進についてデメリットも

あるんではないかというふうなお尋ねかと思いま

す。 

  消防組合広域化というふうなことになりますと、

当然ながら大田原市、それから那須町、本市とい

うふうなことが構成市町というふうなことになる

わけでありますけれども、その構成市町の皆様方

にもご理解をいただきながら、進めなくてはいけ

ないんだろうというふうには思っております。た

だ、やはりスムーズに進むようにそれなりの働き

かけも必要だというふうに考えております。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） それでは、部長、那須地
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区広域消防運営計画において、５庁舎についての

建てかえの優先順位などは考えているのか、お伺

いをいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 建てかえの優先順位とい

うふうなお尋ねでございますけれども、ご存じの

とおり、前にお配りしました那須地区広域消防運

営計画におきましては、具体的な優先順位という

ものは記載されてございません。 

  ただ、ご存じのとおり、一番建設時期が古い大

田原消防署、これが本部庁舎とあわせまして現在

防災拠点として建設をされているというふうな状

況がございます。 

  そんなところで、黒磯の消防署につきましても、

建設年からしますと２番目に古いと、次に古いと

いうふうなことになります。また、黒磯地区とい

うふうなこと、管轄する防災拠点というふうなこ

とを考えれば、やはり優先的に建てかえが行われ

るべきものだろうというふうに考えております。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 部長、まさしく私もその

とおりだと思っています。 

  それでは、今までたくさんの議員の方が黒磯那

須消防組合消防本部黒磯消防署の建てかえの件に

ついての質問をしてきましたが、なぜか一向に進

んでいません。私は優秀な消防職員のモチベーシ

ョン、あの施設で下がることを懸念していますが、

そのところの本市の考えをお伺いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 消防職員のモチベーショ

ンというふうなことかと思います。 

  先ほど来、申し上げておりますとおり、かなり

庁舎については老朽化が激しいというふうなとこ

ろでありまして、そんな老朽化が進んだ庁舎の中

で、消防職員の皆さん、本当に日夜安心、安全の

ために日々業務に取り組んでくださっているとい

うふうなことで、とても目に見えないご苦労がた

くさんあるんだろうなというふうに考えていると

ころでございます。 

  そんなところも考え合わせまして、先ほど来、

答弁しておりますように、やはり早期の建設整備

というものが必要だろうというふうに考えており

ます。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 市民の安心、安全を守る

常備消防団の責任は非常に察するところでありま

す。 

  本市の消防に対するコンセプトをお伺いいたし

ます。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 消防に対するコンセプト

ということでございますけれども、ただいま議員

がおっしゃったとおり、やはり安心、安全という

ふうなことが基本だというふうに考えております。 

  具体的には災害とか事故がすごく多様化してい

るあるいは都市構造も複雑化し、また住民の方々

のニーズも多様化しているというふうなことであ

ります。そんなところを素早く、そして的確に対

応して、今後ともまずは生命、そして財産、そう

いったものを守っていくというふうなところだと

いうふうに考えております。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） それでは、最後の再質問

になりますが、広域化後に関係市町の財政負担等

を考慮し、整備計画を作成するという答弁をいた

だきましたが、タイムスケジュールについて、現

時点での計画についてお伺いをいたします。 
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○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（和久 強） 今後のタイムスケジュー

ルというふうなお尋ねでございますけれども、こ

れも先ほど来、お答えしておりますとおり、広域

化後というふうなことになっております。この広

域化というものがご存じのとおり、来年10月とい

うふうなことになっておりますので、その後速や

かに整備計画のほうを策定していただきたいとい

うふうに考えているところでございますが、やは

り建設となりますとそれなりの期間、二、三年と

いうふうなことがかかるかと思います。ぜひ広域

化後、繰り返しになりますが、速やかに整備計画

が策定され、整備されるよう要請していきたいと

いうふうに考えます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ７番、櫻田貴久議員。 

○７番（櫻田貴久議員） 黒磯那須消防組合消防本

部黒磯消防署の建てかえは必要という答弁をいた

だき、私も建てかえは必要であるという共通認識

のもと、質問をさせていただきました。 

  黒磯消防署の建設の時期までは至りませんでし

たが、平成27年10月以降に整備計画を作成すると

いう、初めてタイムスケジュールをいただきまし

た。ぜひ一日も早く整備をしてもらいたいと要望

します。 

  また、候補地の一つに市役所の跡地を利用する、

含め検討するという答弁をいただきましたが、土

地が決まってからでは建てかえがスピーディーに

進めませんので、あらかじめ消防署のイメージを

つくっていただきたいと思います。このことも強

く要望し、私の市政一般質問を終了します。 

  ありがとうございました。 

○議長（中村芳隆議員） 以上で７番、櫻田貴久議

員の市政一般質問は終了いたしました。 

  ここで10分間、休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時０３分 

 

再開 午後 ２時１２分 

 

○議長（中村芳隆議員） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 若 松 東 征 議員 

○議長（中村芳隆議員） 次に、19番、若松東征議

員。 

○１９番（若松東征議員） 19番、五峰クラブ、若

松東征です。一般質問に入らせていただきます。 

  １、スポーツイベント等を利用した観光誘客に

ついて。 

  平成26年４月29日に開催されました塩原温泉湯

けむりマラソン全国大会や11月３日に実施されま

した那須塩原ハーフマラソンなど、本市で開かれ

るマラソン大会には、全国各地からたくさんのラ

ンナーが参加されております。 

  マラソンは老若男女問わず、気軽に楽しむこと

ができる生涯スポーツであり、競技人口は800万

人を超えるとも言われております。 

  これらの大会に全国から参加いただいている皆

様に、当市の魅力を存分に味わっていただき、本

市の観光へつなげていくことを目標として、以下

の点についてお伺いいたします。 

  ⑴那須塩原湯けむりマラソン大会について。 

  ①過去５年間にわたる参加人数の推移と参加者

の内訳（市内・市外・県外）及び大会を通じての

市内の宿泊設備の利用についてお伺いいたします。 

  ②参加賞や商品の現状と今後について（那須ブ
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ランド等市内産品等を積極的に用いる考えについ

て）伺います。 

  ③大会における本市の役割と誘客への取り組み

について伺います。 

  ⑵那須塩原ハーフマラソンについて。 

  ①過去５年間にわたる参加人数の推移と参加者

の内容（市内・市外・県外）及び大会を通じての

市内の宿泊施設等の利用についてお伺いします。 

  ②参加賞や商品の現状と今後について（那須塩

原ブランド等を積極的に用いる考えについて）お

伺いします。 

  ③大会における本市の役割と誘客への取り組み

についてお伺いします。 

  ⑶「東北復興の架け橋」と称し、福島をスター

トし、板室温泉をゴールとする福島～那須ロング

トレイル、通称ナスロングというものが誕生しま

した。この大会は民営の大会でありますが、400

人を超える参加者がいたようです。本市、板室温

泉をゴール地とすることから、以下の点について

お伺いします。 

  ①当市のかかわりについてお伺いします。 

  ②大会を通じて、板室温泉の宿泊施設等の利用

客数について。 

  ③ナスロングにかかわらず、本市で行われるス

ポーツイベント等を積極的に利用し、市の誘客に

つなげる考えがあるかどうかお伺いいたします。 

  これで１回目の質問となります。よろしくお願

いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 19番、若松東征議員の質

問に対し答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（阿久津憲二） 若松議員の質問に順次お答

えいたします。 

  １カ所、那須塩原湯けむりと言ったよね。あれ

那須塩原温泉と聞いておりましたので、それでは、

まず、私のほうからは⑴と⑵についてお答えをさ

せていただきます。 

  まず、スポーツイベント等を利用した観光誘客

についてからお答えさせていただきます。 

  塩原温泉湯けむりマラソン全国大会について、

過去５年にわたる参加人数の推移と参加者の内訳

及び市内の宿泊施設等の利用についてお答えいた

します。 

  過去５年間の参加人数につきましては、延べ

9,124人、年度別の参加者は、平成22年が1,699人、

23年が1,980人、24年が1,988人、25年が1,867人、

26年が1,590人となっております。 

  参加者の内訳としましては、直近の平成26年ベ

ースで、市内363人、県内626人、県外601人であ

り、県内及び県外からの参加者が約77％と多くを

占めております。 

  市内宿泊施設の利用状況については、平成26年

度ベースで355人となり、大会参加者における市

内宿泊施設利用率は約22％となっております。 

  参加賞及び賞品の現状と今後についてですが、

参加賞及び賞品につきましては、これまでにバス

タオル、塩原温泉入浴剤、Ｔシャツ等を配布して

おります。今後も参加者に喜んでいただけるもの

を基本として、那須塩原ブランド認定商品を初め

市内商品の活用についても、主催者と協議をして

考えています。 

  また、大会における本市の役割と誘客への取り

組みについてですが、塩原温泉湯けむりマラソン

全国大会は、塩原温泉観光協会が主催する観光誘

客を目的とした大会であり、市は名義後援を行っ

ております。 

  また、本大会における誘客の取り組みにつきま

しては、参加者に対し温泉無料入浴サービスや観

光ＰＲを実施するなど、リピーターの確保に取り

組んでおります。 
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  次に、那須塩原ハーフマラソンについて、過去

５年間にわたる参加人数の推移と参加者の内訳及

び市内の宿泊施設等の利用についてお答えいたし

ます。 

  過去５年間の参加人数につきましては、延べ参

加人数が１万5,635人、年度別では平成22年度が

3,133人、平成23年度が3,105人、平成24年度は

3,095人、平成25年度が3,257人、平成26年度が

3,045人となっております。 

  参加者の内訳としては、直近の平成26年度ベー

スで市内1,245人、県内618人、県外1,182人であ

り、県内及び県外からの参加者は約60％となって

おります。 

  市内宿泊施設の利用につきましては、アンケー

ト調査では、平成26年度ベースで391件となり、

大会参加者における市内宿泊施設利用率は約13％

となっております。 

  参加賞及び賞品の現状と今後についてですが、

参加賞は、昨年度まではオリジナルＴシャツとし

ておりましたが、今年度は趣向を変え、本市のイ

メージをデザインしたタオルにいたしました。 

  今後は本市のＰＲにつながる参加賞や賞品とし

て、那須塩原ブランドの活用につきましても検討

していきたいと思います。 

  大会における本市の役割と誘客への取り組みに

ついてですが、本市の役割については、大会の目

的であるランナーの皆様に那須塩原市の人と自然

を感じてもらい、健康の増進、参加者と地域の交

流の機会をつくることであると思います。 

  また、観光面での誘客の取り組みについてです

が、本大会では、全国から多くの参加者がおり、

リピーターも多いことから、観光ＰＲブースの設

置や大会プログラム那須塩原観光ガイドを入れ込

むことで、観光地の魅力を発信していきたいと思

います。 

  私からは以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） それでは、続きまし

て、私のほうから⑶福島～那須ロングトレイルに

ついてお答えいたします。 

  ①当市のかかわりについてでございますが、本

大会は福島～那須ロングトレイル実行委員会が主

催するもので、ゴール地点が板室地区に設定され

ており、板室温泉の知名度向上と観光誘客が期待

できるという理由から、市では名義後援による支

援を行っています。 

  ②大会を通じての板室温泉の宿泊施設等の利用

者数についてでございますが、板室温泉の宿泊施

設の利用者数は41人であり、宿泊施設の利用率は、

大会参加者439人のうち９％となっております。 

  ③ナスロングにかかわらず、本市で行われてい

るスポーツイベント等を積極的に利用し、市の誘

客につなげる考え方についてお答えいたします。 

  本市で行われる大規模なスポーツイベントは、

市外、県外からも多くの参加者が見込めることか

ら、那須塩原を実際に見て、触れていただき、ま

た来たいと思っていただく絶好の機会と捉えてお

ります。 

  今後ともさまざまな大会の開催を通じて、参加

者の宿泊をふやしていく取り組みや観光ＰＲの充

実を図ってまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 19番、若松東征議員。 

○１９番（若松東征議員） 答弁ありがとうござい

ます。 

  では、２回目の質問に入らせていただきます。 

  市長からるる明確に説明をいただきましてあり

がとうございます。宿泊者数355名で22％という

ことでありましたが、塩原温泉湯けむりマラソン

と機構の違いというのが結構あるのかななんて思
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いまして、そんな形で質問をさせていただきまし

た。 

  その中で、塩原との大変申しわけないですけれ

ども、一括して関連があるので質問が行ったり来

たりするかもしれないですけれども、その辺ご了

承いただきたいと思います。 

  実際に参加者名簿をいただいてきてちょっと見

てみたら、県外参加選手、平成26年４月29日火曜

日、これは昭和の日なのかな。そんな形で茨城県

参加選手195名いたんですね。東京都参加選手92

名、埼玉県参加選手91名、千葉県参加選手56名、

神奈川県参加選手46名という形で、かなりいます。

それから、10人前後の方が群馬県、宮城県、静岡

県、山形県、山梨県、岩手県、兵庫県、新潟県、

遠いところでは広島県のほうからも参加している。 

  先ほど、市長から答弁いただいたように、せっ

かく来られた方に、何かこういう思い出とかとい

うことで、湯けむりマラソンと那須塩原ハーフマ

ラソンを比較しますと、湯けむりマラソンは歴史

があるからかなと思うのは、実際、資料をいただ

いてくると、温泉に入る一日温泉だけの費用もい

ただいているのかなと思うんですね。それで、そ

の辺の費用についてちょっとお伺いしたいんです

けれども、参加料として大人3,000円、中学生

1,000円、ファミリー、ですからお子さんと、お

父さんとお母さんが出る場合は１組3,500円とい

う形なんですけれども、これはやっぱり観光協会

でやっているから細かい答えは出ないと思うんで

すけれども、これについての市からの補助という

ものは出ているのか出ていないのかお伺いしたい

と思います。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 湯けむりマラソンに

対して市のほうから補助があるかというお話でご

ざいますが、最初の答弁でもお話しさせていただ

きましたが、後援の名義貸しをしているというこ

とでございまして、それ以外で補助金を出してい

るとかということはございません。 

○議長（中村芳隆議員） 19番、若松東征議員。 

○１９番（若松東征議員） 私がちょっと調べたと

ころでは、観光協会のほうから大会について約

180ぐらいということは、これは市のほうから何

らかの形で観光協会のほうに出ているのかななん

て思ったもんですから、その辺はどうなんでしょ

うか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 繰り返しになります

が、市としてはこの湯けむりマラソンというもの

に対して事業費補助金という形では支出しており

ません。 

  ただ、私どもも塩原温泉観光協会のほうから聞

いたお話になってきますが、観光協会の会員の皆

さんから協賛金という形でお預かりして、その額

が毎年ちょっとデコヒコありますが、60万から70

万くらいのお金になっているということで聞き及

んでいます。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 19番、若松東征議員。 

○１９番（若松東征議員） なるほど、違うのかな

と思いました。 

  実際から言うと、マラソンというのは体を使っ

てかなり汗をかく、疲労もあるということで、こ

れは誘客につながるのかなと思って、今回は全て

これに絞って考えてみました。そんな形の中で、

塩原の違いというのは、歴史もあるし、流れもよ

くできているのかなというのは、私も歩いてみる

と、もう温泉街を歩くんですよね。 

  だから、実際から言うと、ハーフマラソンとは
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全然違う環境の中で走るということで、そういう

もので先ほどの市長の答弁でるる賞品のことも出

ましたけれども、なぜこんなことを聞いたかとい

うのは、３.11の前後でどのぐらいの違いがある

のかなと。大した違いがないようなので、これは

あれなのかなと思うのと、先ほど私が調べたもの

を言ったときに、これほど遠くの方から参加して

いるんだから、そこに対して市のほうの補助、少

し出れば、家族の１泊宿泊券なども、これに組み

込めば、また２度の楽しみができて、そこが温泉

のコマーシャルになるのかなと思うんですけれど

も、その辺、部長どうでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） 市としましても、一

番最初の答弁の中で市長がお答えしたとおり、で

きる支援についてはやってまいりたいという考え

がございますので、まずはそんなご意見があった

ということを観光協会のほうにお話しさせていた

だいて、そこからスタートかなというようなこと

で検討事項ということでお預かりさせていただけ

ればと思います。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 19番、若松東征議員。 

○１９番（若松東征議員） 了解です。 

  いろいろな形の中で、どうしたらお客がそこに

定着して、温泉街が有名になるのかなと、私もた

またま所管のほうで、その担当なもんですから、

塩原は自分が担当になってから随分お邪魔して、

内緒で泊まったり何かはしているんですけれども、

そんな形で例えばこれだけの県外から来ているお

客さんに、そういうものに対してあとは賞品のほ

かにパンフレットとか、季節感の塩原のいいとこ

ろ、そういうものも参加した選手たちにコマーシ

ャルしてもらうような企画をしたらどうかなと思

うんですけれども、その辺はどうですか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） こちらにつきまして

は、最初にお話ししたとおり、観光協会主催のイ

ベントということでございますので、参加賞とあ

わせて塩原温泉をるるＰＲするパンフレットとか、

チラシとか、そういうものも折り込みながら、多

くの人に塩原温泉の魅力を紹介するという取り組

みがなされているんだというふうに思っておりま

す。 

○議長（中村芳隆議員） 19番、若松東征議員。 

○１９番（若松東征議員） わかりました。 

  なかなかうまくつながらないもんですから、こ

のほかにも塩原というものは、マラソンがメーン

もあるんですけれども、おかみの餅つき大会とか、

いろいろなものがあるような気がします。 

  なぜかというと、４月というものは新緑の季節

なのかなと、もみじが青々と芽を出して、それか

ら夏の涼しさ、それから秋の紅葉という形のもの

を、この参加された方々にそういうものを例えば

抜き打ちと言ったらいけないかもしれないけれど

も、選手の中に何名か、今、塩原温泉はこんな形

で紅葉がすてきですよとかいうものをちょっと入

れて、何かお礼に出したら、それがまたつながっ

て、また来てくれる何かができるのかななんて思

ったもんですから、そういうものもやっぱり観光

協会のほうとお話をしながら、一つでも、１人で

も２人でもリピーターがあって、どうせ行くなら

家族で行くとか、友達と行くとか、せっかくいい

ところだから、じゃ忘年会、新年会をそちらでや

ろうというような仕掛けをやっぱり、お金出すん

じゃなくて、そういうものに対してのアドバイザ

ー的なものを執行部のやっていただきたいと思う

んですけれども、どうでしょうか。 
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○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） イベント等にあわせ

て、積極的にその魅力をＰＲしていけというお話、

もっともなお話だと思います。 

  ただ、そういうことも実際にやっているんだと

思います。それ以上に日々、毎日の中で、例えば

ホームページであったりだとか、ＳＮＳというん

ですか、そういうものでフェイスブックであった

りだとか、そういうもので今は随時、那須塩原市

というか、塩原温泉の魅力を発信しているという

ことがございますので、そういうものでもイベン

ト以外にも、そういう形で随時ＰＲしているんだ

ということもご承知おきいただければ大変ありが

たいなというふうに思います。 

○議長（中村芳隆議員） 19番、若松東征議員。 

○１９番（若松東征議員） なぜそんなことを言う

かというと、何か手元にそういうものが封書で来

たときに、やっぱり開けて見ると思うんですね。

すると、先ほど言った今の時代ですから、ネット

で見ればすぐわかるかもしれないけれども、それ

をこの大勢の県外からこれだけの人が来ているん

だから、抜粋してぽんぽんと出したときには、感

動はまたいいんじゃないかなと思うんですよね。

もらった立場になれば。 

  そんなことも一応要望ですかね、そんな形でも

しやっていただけたらということで、この湯けむ

りマラソンについては終わります。 

  今度は先ほどの那須塩原のほうに入らせていた

だきます。参加賞とかあれはもう大体了解しまし

たけれども、できればそういう参加賞を出すとき

には、やっぱり泊まっていただくような１泊券と

か、そういうものを出せればいいのかななんて思

うもんですから、ひとつその辺はよく考えていた

だきたいと思います。 

  続きまして、那須塩原ハーフマラソンについて、

先ほど市長から答弁をいただきました。 

  これはなぜ今回これをやる気になったかという

ので、議長にお願いがあるんですけれども、一応、

これ資料というわけじゃないけれども、ある方か

らお手紙をいただいたんです。それを担当部長と

市長にお渡しして検討してもらいたいなと思って

コピーはしてきたんですけれども、許しが得られ

るかどうかなんですけれども、どうでしょうか。

これ１部ずつ、市長と担当部長に、よろしいです

か。許可願えれば。 

  これを部長と市長にお願いします。 

○議長（中村芳隆議員） ここで暫時休憩いたしま

す。 

 

休憩 午後 ２時３８分 

 

再開 午後 ２時３９分 

 

○議長（中村芳隆議員） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

  19番、若松東征議員。 

○１９番（若松東征議員） 難しくなってきました

ね。朗読をしなければ皆さんにも伝わらないと思

うんですよ。だから、その辺はなぜこれだめなん

でしょう。これには文句がないから出したんです

けれども、そのために私渡したんです。その辺も

う一回諮ってもらいたいと思います。 

○議長（中村芳隆議員） 若松議員に申し上げます。 

  会議規則第156条、何人も会議中は参考のため

になるもののほか、新聞紙、又は書籍の類を朗読

してはならないと。 

○１９番（若松東征議員） 議長もう一回聞きます。

参考のためになるものは朗読していいんでしょう。

違うの。 
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○議長（中村芳隆議員） 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時４０分 

 

再開 午後 ２時４３分 

 

○議長（中村芳隆議員） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

  19番、若松東征議員。 

○１９番（若松東征議員） では、那須塩原ハーフ

マラソンについて、２回目の質問に入らせていた

だきます。 

  このきっかけは、たまたまハーフマラソンをし

ていたときに、開会式が終わりまして、私も観光

のほうの所管では担当なもんですから、観光のパ

ンフレットを配っておりました。 

  あるところにきょうは参加者なんですけれども、

本部のほうに行って聞いたら、もしマラソンが終

わって温泉に行きたいんだけれども、温泉に行く

バスの連絡がありますかと言ったら、大会が終わ

りますと、新幹線の駅前まではバスに乗って行っ

てくださいということを聞いたので、私のところ

に尋ねてきた女性が２人いました。 

  それがきっかけでこういうことになりましたけ

れども、その中でなぜかと言うと、やはり確かに

汗をかいて汗を流したら、温泉も入りたいんだな

と、せっかくのこの時期だから、秋の紅葉時期だ

から、そういうところも探索したいのかなという

ような話があったわけでございます。 

  たまたま私はその子たちに約束をしまして、も

し何時ごろハーフマラソンで到達するんだったら、

その時間帯に時間があれば紅葉と温泉と連れてい

ってやるよと約束をしたわけです。たまたま遅い

方に合わせて到達をしまして、私とまた会いまし

て、じゃ今から行くぞということで、板室温泉に

入浴に連れていって、じゃどのぐらいでお風呂い

いんだいと、１時間ぐらいならいいですと。じゃ、

１時間でまた戻るからということで時間があった

ので板室温泉の紅葉を車で探索して歩きました。 

  車の中でいろいろ質問もされました。せっかく

来るんだから、こんないいところだったら、そう

いうところにもシャトルバスを出してくれないか

と。観光にも行きたいですと。何もわからなけれ

ば、このまま新幹線に行って帰ってしまったとい

う形なので、それのお礼の手紙が来ただけのこと

です。 

  その中に、ああそうか、こういうことも我々は

考えなくてはならないんだなということが、これ

が温泉事業とか誘客に結ぶのかなと思ったんです。

わずか１組のペアかもしれないですけれども、大

きなことばかりやるんじゃなくて、小さなことも

大事だと思うんです。その辺だと思うんです。 

  それで伺ったわけなんですけれども、まさに私

らもただ那須塩原ハーフマラソンの開会式に行っ

てジャンパーをいただいて、あのときはいろいろ

なドラマがありました。 

  女性の職員が小さい声でやったら横断してしま

ってどうしようもないと、助けてやったらある議

員から何でやるんだと怒られたこともあります。

やってもいないくせに何を言うんだということと

同じだと思って、とりあえずみんなで助け合って

やるのが競技であって、誘客だと思うんですよ。

その辺はやっぱり考えてもらいたいなと。 

  せっかくこの子たち、たった小さな２人だけの

要望でも、そういうものをやることによって、そ

の子たちが本当の那須塩原のよさとか、あとは真

心とか、もてなしにつながると思うんですよ。そ

れが何がだめ、かにがだめって、何がだめなんで

すか、これは。こんなにいいことをやるのに。そ

の辺がおかしいんじゃないかなと思うんです。 
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  ただでかいことをやるのが、これは行政かもし

れないけれども、小さいことでもやっぱりそうい

う人の気持ちになってやるべきじゃないかなと思

うんです。 

  その辺のお礼の手紙をいただいただけです。で

きれば、そういうものを役所で話し合って、市長

さんと話し合って、そういうことをやってもらえ

たらいいのかなというような内容が書いてありま

した。 

  だから、さっき渡したわけなんですけれども、

何もかもこれはだめ、あれはだめと言っていたん

じゃ議員さんは活動できませんよ。悪いことをや

るわけじゃないんだから。規約に固まって、立派

なことを言って、じゃ足元何なのということです

よ。 

  きょうはちょっと変わりますけれども、私は二

十何年間議会やってきましたけれども、私の方針

は小さなことに耳を傾け、自分の足で努力して、

そういう約束をしてきました。今もそうです。

時々かっとなって市役所の職員とやり合うかもし

れないけれども、できるものは私は自分でやって

います。行政活動も。どうしてもできないのは市

役所に頼みに行きます。それが議員の生活だと思

います。背中をみんな見ています。 

  そういうものを一つ一つ考えた上で、せっかく

来てくれて楽しんだ人に、こういうもてなしもし

たらいいのかなと思ったときのものすごくいいム

ードで一般質問をやろうと思ったのが全部チャラ

になりました。本当です。 

  実際に先ほど言った湯けむりマラソンと同じよ

うなんですけれども、ハーフマラソンも自分なり

に考えて調べてみました。 

  東京の方が一番多いです。219名。茨城参加者

192名、千葉県参加者89名、埼玉県、これ埼玉が

多かったのか171名、大ざっぱですけれどもね。

神奈川、群馬、福島、静岡、新潟、愛知、大阪、

岐阜、長野、富山、山形、山梨、石川、三重、か

なり遠いところから来ています。岩手、北海道か

らも来ています。秋田、福岡と、こういう方が那

須塩原市のハーフマラソンに参加しているんです

よ。 

  そういう方が本当に塩原と何であわせて考えた

ら、塩原はきちっと明確に出ています、説明が、

宿泊する場合はどうのこうのと。それを見せても

らいました。では、那須塩原市はハーフマラソン

だけで帰していいのかどうか、もう一回お伺いい

たします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） まず、ハーフマラソンの

目的につきましては、先ほど市長のほうからの答

弁にあったかと思います。この大会につきまして

は、もちろん実行委員会形式の中で運営をされて

いるわけですが、これまでの９回にわたる実績の

中で考えておりますけれども、基本的にハーフマ

ラソンであるとか、フルマラソン等については、

走ることを目的に来られている方が大半だという

ふうに私どもは理解しております。 

  もちろん、議員おっしゃられるように、その行

った先の観光であったり、物産であったり、そう

いったものも少しでもＰＲをしていくというのも

考えておりまして、私どもとしても事前に参加の

パンフレットをお送りしております。その方の名

簿も入っている、結構分厚いものですが、その中

に観光情報を写真入りで温泉であるとか、季節の

ものですね。また、イベント、そういったものも

もちろん折り込ませていただいて、事前に配布を

し、本市の産業のＰＲ、本市の魅力についてもお

伝えをしておりますので、本来、走ることを目的

に集まって来られる方々の事前の情報提供という
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ことで、そういった取り組みも現在やっておりま

すので、そういった中でまずご理解をいただくと

いうこと。 

  もう一点は、ハーフマラソンの場合には、かな

り長い距離を走るということで、交通規制が相当

入っております。実際に周辺の道路が通行できる

ようになるには１時くらいになってしまいます。

そうしますと、そこの時点からシャトルバスを出

すとか、時期的にも11月ということで日も短くな

ってきておりますので、なかなか難しいという背

景もございます。 

  そういったことも含めて、現時点で観光地への

シャトルバス等は行っておりませんが、走ること

を目的に来られている方々が、那須塩原駅である

とか、そういったところから集まる、その足の確

保については前向きにやっているということでご

理解いただければと思います。 

○議長（中村芳隆議員） 19番、若松東征議員。 

○１９番（若松東征議員） 大変了解はしておりま

す。ただ、この那須塩原市をどうしようかとみん

な考えているから、マラソンに来た方もそういう

ものでコマーシャルに利用してもいいんじゃない

かなと私は思うんです。ただ走ることを目的だか

らと言っても、そればかりじゃないと思うんです

よ。これに来るためには、家族も来ます。そうい

うものを含めて、時期的には本当にいい時期です

よね、実際。 

  今まで私ハーフマラソンで、そこの会場だけに

いたもんですから、ああこの季節はこんなにきれ

いなところなんだと、その案内した子どもたちと

車で走っていたら、ああここは走ったんだわねと、

初めてそのよさを味わって、また時間があったも

んですからアウトレットに連れていきました。ま

だ１時間近くあるんだからアウトレットを見よう

と言ったら、アウトレットでかなりの買い物をし

て、そういうものが全部誘客につながると思うん

ですよ。それがその子たちの要望みたいな形で入

ってきました。 

  何も走っても何でも構わないけれども、うまく

利用することがいいんじゃないか。何も縦割りば

かりじゃなくたっていいと思うんですよ。その辺

はやっぱり含めて考えていただきたいなと思いま

す。 

  宿泊してもらって、温泉に入ってもらって、い

い気分になれば走ることばかりじゃなくて、１年

365日の中に、夏に来ようかとか、春に来ようか

とか、秋に来ようかという、家族計画もできるの

かなと思うんですけれども、どうでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 今、議員おっしゃられる

ような、走るだけではない、その他もろもろ本市

のすばらしいところを見ていただくというのも大

変重要なことというふうには認識はしております。 

  ただ、このハーフマラソン大会の本来の趣旨と

いうものが、やはり自分、普段練習をしているも

のの成果をその場で確認したいとか、そういった

ような思いの強い方が相当多くの割合でいらっし

ゃるという部分が基本的にはこれまでのアンケー

ト等の中でも出ておりますので、シャトルバスと

か、また別な形での観光地への誘客であるとか、

なかなかちょっと現状では厳しいかなというふう

には思っています。 

  また、運営面におきましても、相当の経費がか

かると。時間的な制約、交通制約、運営費の制約、

そういったものももろもろ考える中では、まずマ

ラソンに来ていただいて、本市のすばらしいとこ

ろを走っていただく、それを受けてまた別な機会

に、先ほどおっしゃっていました春、夏、秋、冬、

その中でもう一度行ってみたいというような思い
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が少しでも伝えられるような取り組みにはして行

きたいというふうには思っております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） 19番、若松東征議員。 

○１９番（若松東征議員） なるほど。 

  実際にハーフマラソンの場合は、板室街道も真

っすぐに行きますよね。果たして、そういう観光

につくようなところを見ながら走っているんでし

ょうかね。だから、私は言っているんです。こん

ないいところをと。それはやっぱりハーフマラソ

ンだから、走ることにかけてあれかもしれないけ

れども、そういう違う方もいるのかなと思って、

今回この質問に上げてみたんですけれども、そう

すると、こうやって皆さんが悩んでいて、板室温

泉何とかしなくてはならない、観光を何とかしな

くてはならないというときに、またアウトレット

へ連れていったら、こんな新鮮なものがこの値段

で買えるのという言葉も聞いたもんですから、そ

れが小さなものでもいろいろな形でつながってい

くと思うんですよ。 

  ただ同じ税金をかけるなら、かけた税金で金を

出せとは言わないけれども、じゃそういうハーフ

マラソンの教育関係だったら、やっぱりそこと観

光とリンクして、観光課と話したり、また温泉組

合と話したりして、そういうものを予算がなけれ

ばないように、そういう方たちと組合と話をして、

じゃバス出してくれませんかと、こうだとかとい

うものもこれから考えるべきだと思いますけれど

も、どうでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 今、観光協会、旅館組合

等と相談をし、連携をした中でバスを出していた

だけるとか、そういったようなご提案をいただい

たわけですが、なかなか先ほども申し上げました

ように、会場周辺に通常車が入れないというよう

な規制がかかっております。そういったこともあ

りますので、バスの発着場を仮にどこか別のとこ

ろに設けたにしても、そこへ行くまでの交通の確

保であるとか、非常に難しい問題も正直あるとい

うことはまずご理解いただきたいと。 

  それと、先ほども申し上げましたが、こういっ

たパンフレットを事前に配っているわけですが、

この中には会場から温泉に行くには、こういう形

で行けますよとか、東京からは新幹線で何分です、

地元の地図をこの中に入れて、20を超えるポイン

トの写真等を入れて、少しでも本市のいいところ

を見ていただきたいということで、交通ルートの

案内も含めて皆様には提供しておりますので、そ

ういった部分を見ていただいて、その日に見てい

ただくことも可能かとは思いますが、別な機会に

来ていただく、そういうきっかけづくりにもなれ

ばというふうに考えておりますので、ご理解いた

だければと思います。 

○議長（中村芳隆議員） 19番、若松東征議員。 

○１９番（若松東征議員） 今後の課題だと思いま

すけれども、一応そういう形で横、縦の連絡とか、

いろいろな形でやれば、少しでもそういうものに

近づくのではないかなと思うんですよ。 

  要は、那須塩原を悪くしようとして考えている

んじゃないんだよね。少しでもわかってもらって、

少しでもよくしようと思って、真剣になってやっ

ているわけですから、その辺もお含みの上、検討

してもらいたいなと思います。 

  市長から答弁ありました参加賞とか何かは、や

っぱり湯けむりマラソンと同じように、そういう

中に宿泊券は入っていなかったんだなということ

で、ちょっと残念だななんて思います。そんなも

のとやっぱり地域ブランドを売り出しているんで

すから、そういうものを含めたものを検討しなが
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ら、次の機会に頑張っていただきたいなと思いま

す。 

  いろいろな資料を持ってきたんだけれども、こ

のまままたやると、また議長にとめられてしまう

から、この辺はちょっとむかむかするんですけれ

ども、この辺は那須塩原ハーフマラソンについて

は、これで終わりにします。 

○議長（中村芳隆議員） 質問の途中ですが、ここ

で10分間休憩いたします。 

 

休憩 午後 ３時０１分 

 

再開 午後 ３時１０分 

 

○議長（中村芳隆議員） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

  19番、若松東征議員。 

○１９番（若松東征議員） 最後の質問に入らせて

いただきます。 

  ⑶「東北復興の架け橋」ということで、２回目

の質問に入らせていただきます。 

  先ほど部長のほうからるる答弁がありまして、

なるほどなということがわかりました。 

  ただ、やはりこの３つのそういうマラソンにつ

いては、つながるものがあるのかなと思いまして、

ここに持ってきたわけなんですけれども、実際に

先ほども言ったように、塩原湯けむりマラソン、

那須塩原ハーフマラソン、最後の質問なんですけ

れども、東北復興の架け橋のＦＵＫＵＳＨＩＭＡ

－ＮＡＳＵトレイルランの参加者にしても、かな

り県外からは来ておりますね。そういうものを含

めた観光のおもてなしみたいな形でつなげていけ

たらなと思って、これは確かに執行部に対しては

申しわけないと思いますよ。市の事業じゃないか

ら。 

  でも、せっかく福島の二岐温泉から102キロを

向けて24時間に到達するんだって、これは日本で

も初めてぐらいのコースらしいです。なぜそんな

ことが言えるかと思うと、私はたまたま山には自

信があったんですね。東京にいたころ、山岳部を

つくって結構歩いていましたから。そうしたら、

たまたま両方の足がつってしまいまして、そのと

きにスタッフが私の後ろへついて、かついではく

れないんですけれども、ずっと一緒に歩いたら、

いろいろなことを言ってくれました。 

  なぜ、こんな強硬なことをやったんだいと言っ

たら、１年目で到達すると思わないでくださいと。

１年でどこまで行けるか。例えば甲子あたりまで

行くんだか、湯本まで行くんだか、２年目でどこ

まで、体力をつけて３年間で最後の板室についた

らいいんじゃないですかというお話を聞いて、ち

ょっと気が楽になったんですけれども、そんな中

で後で名簿を見せてもらったら、かなり一番遠い

ところでは沖縄から来ているんですよね。 

  ここに行くまでには、金子議員と、また市役所

の女性１人とあともう一人、２人を連れて２回ほ

ど下見に歩きました。 

  雪の多いところがあって、アイスバーンでもう

戻れないんじゃないかなという、そういう体験も

してきましたけれども、なぜかと言うと、パンフ

レットがかなり厚いですね。それが参加者全員に

配られて、それでこれだけでもコマーシャルにな

るのかななんて思うんですけれども、そういう中

でせっかくこれが逆で、板室から出発して、二岐

温泉に行くんなら逆ですけれども、向こうからこ

ちらへ来るんだから、だからこういうものも誘客

に向けて何かのアクションを起こして、大変私は

お世話になったのは、沼ツ原のトイレです。ちょ

っと下見しようと思って歩いたときに、トイレが

使えなかった。すぐに携帯で連絡したら対応して
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くれました。ありがとうございます。 

  それと、そのコースを歩いてきたら、やはりハ

イキングコースが何かで崩れてしまって、危険な

ところも何カ所もありました。それも要望して、

多分直してもらったと思います。福島のほうも要

望しましたから歩いて、対応してくれました。 

  そういう中で、やはり民間がやっていても、そ

この市にかかわる行事だと私は思うんですよね。

そういうものを含めて、やはり全体が何か手助け

できるのかな。お金じゃなくても、そういうもの

がおもてなしの心ではないかなと思いますよ。 

  そういうものを含めながら、あのときお世話に

なったんだよと。ネットでそれも入っていました。

そこが道が悪いのでコースが変更になるかもしれ

ませんと。そうしたら、それがおかげさまで地元

の協力で歩けるようになりましたから、同じコー

スに戻りますとかと、それがこの参加者全員に送

られるわけですよ。そういうおもてなしの心が皆

さんに自然自然に入っていくのかなと。 

  あれほど疲れて来るんだから、やはりそういう

宿泊面とか、お風呂に入るとかという形のやっぱ

りお手伝いはしてやってもいいんじゃないかなと

思うんですよね。 

  何も民間やっているんだから、民間で勝手にや

ればいいんだということじゃなくて、そういうも

ののことを私はお願いしたいなと思うんですけれ

ども、その辺何か答えが出ましたら、よろしくお

願いいたします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（藤田輝夫） ＮＡＳＵロングラン

に関して、市としてできることはというようなこ

とのお話だったと思いますが、今、議員お話しの

とおり、私どもも直接、これは若松議員のほうか

らいただいたお話でございますが、沼ツ原のトイ

レ、多分、水詰まりだったと思いますが、そちら

のほうのお話をいただければ、速やかに対応させ

ていただきましたし、あと今出た、要はコースの

中で何カ所か崩れている部分についても、速やか

に対応させていただいたというつもりでございま

す。 

  そういう形で、皆さんに気持ちよくコースを走

っていただくために、市としてやれることは精い

っぱいやらせていただいているということでご理

解いただきたいと思います。 

  あとは、こちらの大会につきましては、那須塩

原市においては、後援というような形をとらせて

いただいていますし、あとは私どもの市の黒磯観

光協会のほうも後援という形をとらせていただい

ていますので、今、今回の議会の中でそんなお話

も出たということをまずは観光協会の皆さんに相

談させていただいて、その後、何かできるような

ことがあれば、まずは検討していきたいと、そん

なような考えでおりますので、ご了承いただけれ

ばと思います。 

○議長（中村芳隆議員） 19番、若松東征議員。 

○１９番（若松東征議員） 部長、答弁ありがとう

ございます。 

  実際に、やっぱり参加しなくちゃわからないん

だなというのは、結構いいところがあるんですよ

ね、板室温泉周辺には。一番びっくりしたのが、

板室温泉の神社、高いところにすごい広場があっ

て、そこで演奏会でもできるんじゃないかななん

ていう夢を抱いて、それからそこを歩いていくと、

道路と沼ツ原に行く車道と林道というか、ハイキ

ングコースが交わるところがあるんですよ。そこ

もそんな音楽のものを持っていって、なんでこん

な山の中まで持ってきたのと、はらはらどきどき

させるようなイベントができるようなものがいっ

ぱい場所を発見しました。 
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  前に一人会派のときにいろいろなところを歩い

てきて、体験型の修学旅行とか、東京から呼んで

の体験型というのは、夕方まで目いっぱいに体験

させるから泊まるんだと言っていましたよね。そ

うすると、それもピクニックでも、ハイキングで

も、そういうのでもぎりぎりまで走ってもらって、

そのよさを見てもらって、そこにどうしても泊ま

らなくちゃならないなというような雰囲気づくり

もいいのかななんて思いました。 

  部長、これは一つ提案なんですけれども、今、

私考えているのは、ちょっとオーバーかもしれな

いけれども、塩原温泉とか、板室温泉を何とかし

ようと思って、今、大学ともボランティア集めを

しているんです。なぜそんなことを言うかという

と、大学生というのは全国から来ていますよね。

そうすると、栃木県だけでも一番近いのは福祉大

がありまして、それで宇都宮大とか、作新とか、

いろいろありますよね。 

  そういうものを含めながら東京のほうの大学ま

で出向いて、では塩原温泉のクリーン作戦をやろ

うとか、板室温泉のクリーン作戦をやろうとかと

いう、そういう立ち上げ方で全国の子どもたちが

一回来て、自分たちがきれいにしたんだからと言

って、また戻るんじゃないかなというような考え

もあるんで、その辺を一応何人かの方に話してい

るんだけれども、なかなか答えが返ってこないの

で、それはお金がかからないと思うんですよ。か

かるのは、多分お弁当代とお風呂に入るだけです

ね。それを私は営業で東京でもどこでも行きます。 

  そんな形でもし考えられれば、それもまたこの

ロングランじゃなくても、違う意味で那須塩原を、

また板室温泉、それから実際に塩原温泉も思い出

に残って、自分たちがきれいにしたんだからと言

って、家族でまた戻るんじゃないかなと、そんな

夢を考えているんですけれども、いかがでしょう

か。 

○議長（中村芳隆議員） 若松議員に申し上げます。 

  ＮＡＳＵロングに関係した質問に戻してくださ

い。 

  19番、若松東征議員。 

○１９番（若松東征議員） では、それは要望とし

ておきます。それもつながるのかなと思ったんで

すけれども、るるいろいろありましたけれども、

実際から言うと、それぞれ何をしたらいいんだか

と、一つの柱よりも、それより枝葉で考えて、で

きることはお互いの執行部でこれはうちのほうが

できるよと、これ例えば那須塩原ハーフマラソン

のときにある方から車の誘導が大変なんだと、苦

情が出ているんだと。ある職員からも聞きました。

もうお手伝いするのが嫌だわというものがあった

もんですから、そういうものはやはりきちっとど

この道を通ったらどこに迂回できるかというよう

な看板をきちんと出して、あとは距離数も書くべ

きなのかなと思ったんです。 

  それは私は私なりに歩いてみると、ああなるほ

どなという形なもんですから、そういうものを含

めた、ただ担当課だけが汗流すんじゃなくて、そ

れぞれの課と相談しながら、この部分は何ができ

るよ、この部分はこちらでできるよというのは、

ある町に郡山のほうのボランティアが私を連れて

いってくれて、会議に出席したら、県の職員と町

の職員とボランティアが集まって会議を開いてい

ると、いきなり職員が手を挙げて、それはうちの

ほうで引き受けますとか、県のほうでは、これは

うちのほうで引き受けますと、うまくいっている

ところもあります。 

  縦横をうまくつなぎながら、これからの那須塩

原、それから塩原温泉などをお客がいっぱい来て、

あの議員がとんでもないことを言ったけれども、

何とかなってきたわと夢が実現できるように、皆
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さんのご協力を得ながら、私の一般質問を終わり

ます。 

  ありがとうございました。 

○議長（中村芳隆議員） 以上で19番、若松東征議

員の市政一般質問は終了いたしました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 相 馬   剛 議員 

○議長（中村芳隆議員） 次に、３番、相馬剛議員。 

○３番（相馬 剛議員） 議席番号３番、ＴＥＡＭ

那須塩原、相馬剛です。 

  通告に従い、市政一般質問を行います。 

  １、スポーツ少年団の全国大会等に出場する場

合の費用補助について。 

  本市のスポーツ団体が県の大会等で優秀な成績

をおさめ、関東大会や全国大会に出場することが

議場でも話題に上がる機会がよくあります。那須

塩原市総合計画のもと、スポーツ振興と技術力の

向上を図るため、体育協会やスポーツ少年団の育

成と活動支援に努められている成果ではないかと

思います。 

  ９月定例会においても、全国大会に出場する選

手に贈る激励費を補正予算により増額しておりま

す。 

  しかし、全国大会に出場するには、その開催会

場によっては多額の費用がかかります。特に団体

競技においては、多数の人員を要するため、その

大会参加費、旅費、宿泊費、食費等、多額の費用

が必要となります。 

  本市では、那須塩原市立小中学校児童生徒スポ

ーツ等振興補助金交付要綱により、学校教育活動

として行われるスポーツ大会に参加するに当たり、

児童生徒の心身の健全な育成を図る目的で交通費

及び宿泊費の一部を補助する制度がありますが、

スポーツ少年団が関東大会や全国大会に出場する

場合、これらの補助はありません。 

  多額の交通費や宿泊費を要する場合、地域の寄

附や選手のご家庭の負担により出場しているのが

現状で、保護者や指導者からは大会等で勝ち進む

ことを素直に喜べないというような声もあります。 

  また、県内の他市町には、１大会で100万円を

超える補助をする自治体もあり、本市でも補助の

制度が必要ではないかと思うことから、以下の質

問をいたします。 

  ⑴スポーツ少年団活動がスポーツ等振興補助金

交付の対象外としている理由を伺います。 

  ⑵補助金が交付されず、全国大会等に出場する

際、保護者や指導者が苦慮している現状に対し、

市の所見を伺います。 

  ⑶今後、スポーツ少年団にも同様の補助金を交

付することに対する市の所見を伺います。 

  以上、１回目の質問といたします。 

○議長（中村芳隆議員） ３番、相馬剛議員の質問

に対し、答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） それでは、お答えをいた

します。 

  まず、１のスポーツ少年団の全国大会等に出場

する場合の費用補助について、順次お答えをさせ

ていただきます。 

  ⑴のスポーツ少年団活動がスポーツ等振興補助

金交付の対象外としている理由について、まずお

答えします。 

  本市では、那須塩原市立小中学校児童生徒スポ

ーツ等振興補助金交付要綱によりまして、学校教

育活動として行われる各種スポーツ競技大会及び

文化活動に参加するに当たり、交通費及び宿泊費

の一部を那須塩原市教育委員会が補助を行ってお

ります。 



－222－ 

  文部科学省や学校体育連盟が主催及び共催して

いる大会を対象としておりまして、社会体育とし

てのスポーツ少年団の活動につきましては、別な

取り扱いをしているところでございます。 

  次に、⑵と⑶につきましては、関連がございま

すので、一括してお答えをいたします。 

  全国大会等への出場に際し、保護者の皆様が大

きな負担を払っているという現状につきましては、

本市としても承知をしているところでございます。 

  現在、スポーツ少年団活動に対しましては、那

須塩原市スポーツ少年団本部を通じまして、各種

事業に対する助成を行っております。 

  しかしながら、年々小学生のスポーツ活動が盛

んになってきておりまして、小学生などの低年齢

層でのスポーツ環境の整備は、本市のスポーツ振

興の上でも大切なことと考えているところです。 

  スポーツ少年団活動における負担の軽減のあり

方につきましては、今後検討していきたいという

ふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（中村芳隆議員） ３番、相馬剛議員。 

○３番（相馬 剛議員） まず、保護者の負担が大

きくなっているということはご理解いただいてい

るということと、またその軽減についても何かの

仕方を今後検討いただけるというようなご答弁だ

ったかと思います。 

  そこで、⑴についてですが、すみません、再度

お伺いしたいんですが、スポーツ少年団活動は社

会教育活動であって、学校教育活動ではないから

補助金の対象外だということなのか、それとも、

大会が文科省が主催しているものではないからと

いうことだったのでしょうか。それとも、その両

方ということなのでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 基本的には現在、私ども

が支援をしている、補助をしているという内容に

つきましては、まず学校体育連盟であるとか、い

わゆる学校教育に関連した大会というものが基本

ということで考えておりますので、今おっしゃら

れた大会の主催が文科省であるとか、そういった

ことも含めて、学校教育活動という一つの基準の

中で判断をしているということでございます。 

○議長（中村芳隆議員） ３番、相馬剛議員。 

○３番（相馬 剛議員） そうしますと、社会体育

活動としてのスポーツ少年団ということなので、

学校教育活動では、その補助金の対象にならない

ということだったのかなと思います。 

  スポーツ少年団が学校教育活動と社会体育の活

動ということで区別されているということでござ

いますが、以前に本市のスポーツ少年団の設立や

発展の経緯については、学校団ということで発展

をしてきたというご答弁をいただいたことがござ

います。 

  また、スポーツ少年団と学校教育の補助金交付

の目的というのが児童生徒の心身の健全な育成と

いうこともあります。 

  実際に本市のスポーツ少年団が大会参加するに

当たり、学校名を使ったスポーツ少年団がほとん

どであろうかというふうに思います。 

  そうした中で、このスポーツ少年団活動が学校

教育と異なるということではございますが、小学

校の教育活動の中に含まれて考えていただけると

いうようなことは、そうするとないでしょうか。

伺います。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 学校のいわゆる部活動と

スポーツ少年団活動というのが今、議員おっしゃ

られたように学校団というような一つのある意味
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類似したといいますか、同じような形で運営され

ているというのも現状であろうというふうに考え

ておりおますが、先ほどの繰り返しにもなります

が、やはり学校教育活動の関連というものが一つ

大きな柱としてあります。 

  そういった中で補助等についても、その考えを

もとに行っているというのが現在の状況でござい

ますが、最初の答弁の中でも申し上げましたとお

り、スポーツ少年団の活動に対しましても、スポ

ーツ少年団の本部のほうで、団活動に対する助成

交付要綱という一つの基準をもとに、そういった

大会に参加される際に一定の補助を行っていると

いうことで、そういう団活動が全て支援がないと

いうことではなく、一つのそういう団体の中で、

また本部の中でそういったところも支援している

ということでご理解いただければというふうに思

います。 

○議長（中村芳隆議員） ３番、相馬剛議員。 

○３番（相馬 剛議員） わかりました。 

  そうしますと、小学校のスポーツの大会として、

学校教育活動の中の大会としてはどのような大会

があって、年に何回ぐらい開催されまして、それ

に対してどのようにその補助金が交付されている

のでしょうか。伺います。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 学校教育活動の中での補

助の対応でございますが、一つには先ほど申し上

げましたように、いわゆる学校体育連盟であると

か、学校教育の関連で行われる大会に対する補助

の支援、それとあわせまして文化活動に対しても

支援を行っております。 

  先ほどご質問の中にもありましたが、今般の12

月議会の補正予算でお願いをしているところです

が、例年ですと文化活動、スポーツ活動などを含

めますと、額的にはやはり400万程度の補助を全

体で支援しているというようなのが現在の状況で

ございます。 

○議長（中村芳隆議員） ３番、相馬剛議員。 

○３番（相馬 剛議員） すみません、それでは再

度お伺いしたいんですが、先ほど言いました今回

の補正予算の増額ということで200万という増額

の補正予算が出ていたかと思うんですが、その内

容について詳細にお聞かせいただければと思いま

すが、お願いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 今回の補正予算の内容で

ございますが、各小中学校でそれぞれ大会への参

加に伴うスポーツ関係の補助というものもござい

ますが、そちらにつきましては現時点で、今年度

の９月の段階での数字を手元にありますので、お

示ししますと、学体連関係等のスポーツ大会につ

きましては約95万円、これは市内の小学校関係で

す。それと、文化部関係につきましては、300万

円近くの支出になっております。これにつきまし

ては、特にブラスバンドであるとか、そういった

全国大会に参加ということで、本市でも２つの学

校が参加をしております。そういったことで非常

に構成員も人数が多いということと、大会会場が

関西圏であるということで、相当高くなっており

ますので、そういった部分に今年度については現

在補助をしているというような状況でございます。 

○議長（中村芳隆議員） 相馬剛議員に申し上げま

す。 

  補正予算案件の中身については、今後審議され

ることになっておりますので、質問から外して質

問をするようにお願いいたします。 

  ３番、相馬剛議員。 

○３番（相馬 剛議員） そうしますと、スポーツ
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等振興補助金交付要綱で、小学校のスポーツ大会

に補助をしているという金額というのは、平成25

年度どのぐらいなんでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 25年度の実績ということ

ですが、スポーツまた文化活動、各項ごとに整理

をした資料が手元にありますが、スポーツ、文化

を区別した形での資料が現在、手元にございませ

んので、大変申しわけありませんが、全体の支援

額で申しますと、小学校関係で199万円、中学校

関係で189万円程度の補助支援を行っております。 

○議長（中村芳隆議員） ３番、相馬剛議員。 

○３番（相馬 剛議員） わかりました。 

  それでは、⑵の再質問になろうかと思いますが、

ちょっと一つ例を挙げさせていただきまして、ス

ポーツ少年団が若干苦労しているというところを

申し上げたいと思いますが、市内のスポーツ少年

団が郡の大会を勝ち抜きまして、県大会で優勝し

て、北海道で行われた全国大会に出場しました。 

  選手が14名、引率者が６名ということで、その

交通費が123万9,000円、宿泊費が５日間で73万

5,000円、食費が５日間で13万1,000円、合計210

万5,000円費用がかかっております。ここには大

会参加費ですとか、飲料水ですとか、そういった

ものは入っておりませんが、恐らくトータルで

290万ぐらいかかったというお話を聞いておりま

す。 

  市のほうからは先ほど言いましたように、スポ

ーツ少年団の遠征費、もしくは宿泊費に対する補

助金がないということで、激励費というものが市

のほうからございまして、それが選手14人とスタ

ッフ分ということで19万円、激励費があったとい

うことでございますが、ちなみにこの同じ条件で

近隣の自治体では宿泊費、交通費、食費の約90％

補助をするというところがあったりとか、距離に

よって開催地まで400㎞以上ある場合は100万円の

補助があったりとかという補助があったりする自

治体もございます。 

  全体にかかった費用の割合というふうなことに

なってしまうんでしょうが、計算上でいくと、大

体40％から90％補助するというのは宿泊費と旅費

と食費だけですから、全体の60％ぐらいというふ

うに計算されたかと思うのですが、那須塩原市と

しては激励費というものをそういったものに計算

しますと、10％弱を切るというような形になって

おりまして、各スポーツ少年団のスタッフがかか

る費用、家庭にかかる費用が大きいのかなという

ふうなことでございます。 

  このような中で、そうしますと先ほど保護者の

負担の軽減を図っていくことをご検討されるとい

うようなお話しでしたけれども、現時点でどうい

ったことが考えられるか、もしありましたらお知

らせください。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 現在、スポーツ少年団に

対する支援につきましては、先ほど申し上げまし

たように団本部のほうから行っておりますが、そ

の中でも交付要綱というものが設定をされており

ます。 

  これは学校教育活動とも基本的には大きく変わ

りませんが、あくまでその会場へ行くための交通

費、それと宿泊がある場合には宿泊費を支援する

ということになっております。 

  スポーツ少年団の要綱の中では、大会への派遣

助成というような一つの基準を設けておりまして、

それぞれやはり同じように会場へ行く際の、いわ

ゆる鉄道を利用した場合の交通費、また宿泊にか

かる経費等を基本に、やはり会場地と距離をはか
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りながら計算をしているというのが現在の状況で

ございます。 

  また、各競技、野球であるとか、サッカーであ

るとか、その競技の中で引率者の人数であるとか、

団員の人数であるとか、そういったものは事前に

明確な基準を設けさせていただいております。 

  ただ、あくまでこの団の全体の運営の中で、団

の本部としては、団の運営に当たる経費であると

か、その派遣にかかる経費であるとか、限られた

予算の中で整理をして支援しておりますので、正

直申しまして、各全国大会等の大きな大会に出る

際であっても、一応上限としては10万円が限度と

いうような基準を持って現在支援をしていると、

そういった基準なんかも含めて、今後、保護者の

負担であるとか、ある意味、市を代表して頑張っ

ていただいているという部分もありますので、ス

ポーツ少年団、それからスポーツ少年団の支援の

中で、何かいい手法がないかという部分も含めて、

今後検討していきたいということで考えておりま

す。 

○議長（中村芳隆議員） ３番、相馬剛議員。 

○３番（相馬 剛議員） 先ほど申しました状況で、

実は同じケースで５年前に同じような距離で、同

じようなところの大会に行ったときには約80万ぐ

らいの市からの補助があった経緯がございます。

５年たつとそれがないということで、今の部長の

お話しですと、きまりだと上限があって、上限が

10万ということですから、その交通費、宿泊費、

全て含めて10万の上限ということになるんだろう

と思いますが、実際には総枠の予算があるので、

割合によってということになって、たしか１団体

10万じゃなくて、大体５万から六、七万というよ

うな、その交通費補助というふうに言われている

ものだったんだろうと思います。 

  そういったものがあるということはあるんでし

ょうが、現実にはやっぱりスポーツ少年団の保護

者、それから実際には部活動として中学校等でも

行われているときの遠征費等にかかわる補助とい

うのはちょっと少ないというようなことが、議会

の報告会等でも市民からの要望があったりすると

ころでございます。 

  ご理解をいただいているというところはわかり

ましたが、近隣の市町村との差もちょっと考えて

いただきまして、もう少し温かい目で見ていただ

きまして、今後検討されるということについてお

願いしたいというところでございますが、実はも

うことしの４月から担当課のほうには何回もそう

いったことをお話ししておりまして、もう半年以

上になるわけですけれども、現時点でもまだ今後

検討されるというようなご答弁ということでござ

いますが、もう少しどういう部門、部署でスポー

ツ少年団のどういうところで、またいつごろまで

にそうした検討、軽減されるための検討というも

のがされるのか、できればお聞かせいただきたい

というふうに思います。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（大宮司敏夫） それでは、私のほうから

少しお答えできる部分についてはお答えさせてい

ただきたいと思います。 

  まず、小学生のスポーツ活動のあり方でござい

ますけれども、実はこれは議員ご承知のとおり、

小学生と中学生とでは当然体力の差もございます

し、小学校の学校体育で狙っているものと、中学

校で狙っているものとは、おのずと差が出てまい

ります。 

  基本的に小学校につきましては、これまで実は

体力等も考えて、小学校の学校体育における競技

については、隣接市町村までというような考え方

が文部科学省から示されておりました。それに従
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って現在も那須地区は県内の他地区とはちょっと

特殊な環境がありまして、小学校も含めて学校体

育連盟という組織の中で活動しておりますので、

現実として小学校の大会は那須地区大会まで、こ

れが学校体育連盟が主催している大会というふう

に現在なっております。 

  ですから、学校体育として考えているのは県大

会、あるいは関東大会、全国大会というものは私

たちとしてはまだ想定していない大会というふう

にご理解願いたいというふうに思っております。 

  ただ、文部科学省としても、学校週５日制が始

まってから、土曜、日曜については地域の方々が

そういったスポーツ活動の指導者としてかかわり

を持てるということを考えてきたときに、隣接市

町村という枠については考え直すこともあるんで

はないかなというような、そういったスタンスに

変わってきておりますので、今後いろいろな考え

方が出てくるだろうと思います。 

  そして、加えまして中学校と高校につきまして

は、議員ご承知のとおり、中体連、高体連という

のが全国組織できちんと体制が整っておりますの

で、そういった部分での大会というものがきちん

と開かれるようなシステムになっているかと思い

ます。 

  ただ、中学校の場合もご承知のとおり、中学校

の大会とすれば春の大会、それから夏の大会、さ

らには新人大会、秋の大会と、大きな３つの大会

がメーンになっているわけでありまして、恐らく

私たちのほうからの学校体育としての補助につい

ても、それらの大会が中心になって助成されてい

るものだろうと、こう思っております。 

  小学校につきましては、最近非常にスポーツ少

年団の活動も盛んになってきておりますので、議

員がおっしゃるとおり、子どもたち大変活躍をし

ております。全国大会に行っているケースも年々

ふえているということも私たち十分理解をしてお

ります。 

  ただ、そのスポーツ少年団の活動と学校体育と

しての活動の部分というのは、どこかではきちん

とすみ分けをしていかなければならないわけであ

りますし、スポーツ少年団活動というのは、スポ

ーツ活動だけではなくて、もっと広い活動を扱っ

ている部分もございます。 

  そういった部分も考えながら、今後、先ほど部

長がお答えしましたように、学校教育課で持って

いる部分と、それから社会体育、生涯スポーツと

いうことで、スポーツ振興課で扱っているスポー

ツ少年団に係る予算等もあります。ただ、その部

分について現実的に見ますと、確かに補助の基準

というものが少し違っている部分もございます。 

  それについては今後しっかりと検討させていた

だいて、現実的なものもしっかりと反映させなが

ら、できる部分については変えていきたいと思い

ますし、特にスポーツ少年団の補助につきまして

は、スポーツ少年団本部もございますので、そち

らの部分としっかりと話し合いをさせていただい

た上で、望ましい方向にできるだけ持っていきた

いと、このように考えております。 

○議長（中村芳隆議員） ３番、相馬剛議員。 

○３番（相馬 剛議員） 理解をいたしました。 

  しかしながら、もう少し何かの形で補助が各ス

ポーツ少年団、保護者の負担が減るような方向で

考えていただくことをお願いいたしまして、次の

項の質問に入ります。 

  ２、施設の指定管理者制度について。 

  本市の施設の運営に当たっては、現在65の施設

で、そのほとんどが平成18年４月から指定管理者

制度を導入し、施設の管理運営を行っております。 

  指定管理者制度の導入における基本方針は、多

様化する住民ニーズに応えるとともに、効果的、
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効率的に管理運営を行うため、民間の能力を活用

し、住民サービスの向上及び経費の削減を図ると

し、また市民の利用に支障がないよう留意すると

しています。 

  平成25年度の市政報告書を見ると、指定管理者

制度の対象となっている施設の使用料収入が管理

業務委託料を上回る施設がある一方、使用料収入

が管理業務委託料を大きく下回る施設もあります。 

  そんな中、体育施設の利用状況で平成24年度と

25年度を比較すると、その利用人数が青木サッカ

ー場で約２万人増、三島体育センターで6,000人

増ですが、くろいそ運動場で2,000人減、那珂川

河畔運動公園で4,000人減、にしなすの運動公園

で9,500人減、塩原運動公園で1,900人減となって

おります。 

  青木サッカー場は利用日数がおよそ２倍となっ

ていることから、利用者数も約２倍になっていま

すが、そのほとんどの施設で利用者が減っており

ます。利用しようとする市民からは、申し込みを

してもなかなか取れない、また週をまたいで大会

等の予備日となっているため、貸し出しされない

という声も聞かれることから、施設の指定管理者

制度について伺います。 

  ⑴導入から８年が経過していますが、この制度

に対する市はどう評価しているか伺います。 

  ⑵利用者がふえている施設があり、一方、利用

者が減っている施設もあります。減っている原因

について市の所見を伺います。 

  ⑶民間の能力、手法、ノウハウを十分発揮し、

市民がより利用しやすい環境にするため、市の定

める規定だけではなく、指定管理者の裁量の範囲

を広げてはどうかと思うが、市の所見を伺います。 

  以上、１回目の質問とします。 

○議長（中村芳隆議員） ３番、相馬剛議員の質問

に対し答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（阿久津憲二） 相馬議員の質問に私のほう

からも順次お答えいたします。 

  この施設の指定管理者制度の問題でございます

が、⑴の導入から８年が経過しているが、この制

度に対して市はどう評価しているかについてでご

ざいます。 

  現在、65の施設における指定管理者制度の導入

につきましては、公募により多様な事業者の参入

を促し、指定管理者が次回の選定を意識すること

により、ある種の緊張感を持った施設経営と、そ

れに伴う団体及び職員のモチベーションの向上が

図られているものと認識しております。 

  また、施設の管理に民間事業者等のノウハウを

活用することによる利用者に対するサービスの向

上、あるいは選定手続を公募とすることなどで、

競争原理による管理コストの軽減が図られている

ところでもあります。 

  いずれの指定管理者におきましても、管理運営

状況の実態を把握するため、指定管理者からは毎

月実施した事業内容及び実績を記した月例報告書、

年度終了時においては事業報告書を提出させるこ

ととしており、それらの報告書により各施設担当

課において、管理業務実施状況を確認し、必要に

応じて指示等を行ってまいりました。現在、その

ように扱っております。 

  また、⑵番の利用者がふえる施設がある一方、

利用者が減っている施設もある。その原因につい

てでございますが、指定管理者を導入することで、

民間事業者の柔軟な発想を生かした経営手法や運

営ノウハウを活用することで、多くの方々に施設

を利用していただきたいと思うところではありま

すが、前年度と比較して利用者が減少した施設も

あります。 

  これらの施設につきましては、指定管理者のサ
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ービスの低下ということよりも、前年度に大きな

大会があったことにより、前年比が減少している

場合、あるいは改修工事などで施設が利用できな

かったことなどが、利用者の減少の原因になって

いるのではないかとも考えております。 

  いずれにいたしましても、より多くの方々に各

施設を利用していただけるよう指定管理者へ指示

等を行い、利用者の増加が図れるよう努めてまい

ります。 

  ⑶でございますが、市の定める規定だけでなく

指定管理者の裁量の範囲を広げてはどうかについ

てもお答えいたします。 

  指定管理者制度を効果的に運用するためには、

指定管理者のモチベーションを維持、向上させる

ようインセンティブを付与し、市民がより利用し

やすくすることが重要であると考えております。 

  しかしながら、それぞれの施設で市民の利用促

進を図る方法は異なると思いますので、今後、指

定管理者の経営努力がより反映できる仕組みを調

査、研究するとともに、各施設において、市民が

利用しやすくなるよう、どのような改善ができる

かもあわせて検討してまいります。 

  第１回の答弁にかえます。 

○議長（中村芳隆議員） ここで10分間休憩いたし

ます。 

 

休憩 午後 ４時０１分 

 

再開 午後 ４時１０分 

 

○議長（中村芳隆議員） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎発言の訂正 

○議長（中村芳隆議員） ここで教育部長より発言

があります。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 先ほどのスポーツ少年団

関係の答弁の中で一部間違いがありましたので、

訂正させていただきます。 

  スポーツ少年団本団からの各団への補助支援の

中で、交通費に加え宿泊費も補助の対象になって

いるというふうに答弁をいたしましたが、あくま

で交通費のみの支援が現在の状況だということで

訂正させていただきます。 

  申しわけありませんでした。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

○議長（中村芳隆議員） ３番、相馬剛議員。 

○３番（相馬 剛議員） それでは、指定管理者制

度についての再質問をさせていただきます。 

  まず⑴についてですが、指定管理者制度によっ

て管理コストが軽減されているというのは理解で

きるというところでございますが、しかしサービ

スの向上についてというところですが、月例報告

書や事業報告書は、担当課と指定管理者との間の

ものだろうと思いますが、そこに市民のアンケー

トや意見は入っているのでしょうか。 

  図書館のように、営業時間が多くなったり、営

業日がふえたりすれば、サービスの向上が図られ

たというのはわかりやすいところではございます

が、全ての施設でサービスの向上が図られている

という評価でしょうか。再度伺います。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） 指定管理制度を導入して

いる施設において、サービスの向上に対する取り
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組みということでございますけれども、当然なが

ら市民からさまざまな意見等があれば、それぞれ

の施設の中でサービスの向上、また苦情等の処理

ということで取り組んでいるというふうに認識し

ております。 

○議長（中村芳隆議員） ３番、相馬剛議員。 

○３番（相馬 剛議員） 例えば、私どもがよく利

用させていただいていますスポーツ施設ですが、

同じ週に施設が空いているので、例えば２日間借

りようというふうに申し込みしましても、１団体

週１回という決まりがあります。ということで、

空いていても２日は貸してもらえないというよう

な、そういう決まりにもなっております。 

  また、くろいそ運動場のサッカー場は、サッカ

ー団体にのみ貸し出すということになっておりま

して、空いている日でも他の競技チームがトレー

ニング等で借り入れの申し込みをしても受け付け

られないというようなことがあったりします。 

  これはそうしたきまりですからということでご

ざいますので、指定管理者は施設を貸し出しした

くても、きまりどおりに貸すということになりま

すので、貸し出しできないといったこともありま

す。 

  このように、利用しづらいといった制度の面も

あり、サービス施設の向上が図られているという

実感は実はないというところであります。指定管

理者制度になる前は、もうちょっと柔軟な貸し出

しがされたというところでございますが、そうし

たところは各担当課で把握しているものなのでし

ょうか。伺います。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） 当然ながら指定管理者制

度を導入している施設を所管する部署において、

それぞれの状況は確認されているというふうに認

識しております。 

○議長（中村芳隆議員） ３番、相馬剛議員。 

○３番（相馬 剛議員） わかりました。 

  続きまして、⑵の再質問ですが、利用者が減っ

ている原因が指定管理者のサービスの低下ではな

いという所見でございます。 

  しかしながら、民間の柔軟な発想や運営ノウハ

ウを活用するという目的ですが、先ほども言いま

したように、条例や内規で、その能力が発揮しに

くいというところもあるのではないでしょうか。 

  例えば、市内のスポーツ少年団が市外から２チ

ームを招いて試合をしようとしますと、市外者の

利用人数が多くなるということでスポーツ少年団

の減免措置は受けられないということになります。

人数が市外者の多い場合は市外者の料金になりま

すというふうに言われますので、減免措置が受け

られないということもありますけれども、市外料

金ということになりますので、通常の３倍の料金

になると、結果、市内のチームについては自分の

チームの数しか報告しないということになったり

しているのではないでしょうか。 

  また、大会の予備日として予約されているため、

貸し出しがされないということがありますが、実

際にはその大会はもう終了しており、結局、土日

の天気のいい日にも誰も使われていないというよ

うなことになっていることもございます。 

  また、グラウンド等で使う石灰等が利用者の持

ち込みが原則ということになっておりますので、

各施設に配備されておりません。遠くの駐車場か

ら20㎏の石灰を持ち込むというのは結構大変でご

ざいまして、持ち込んでみてもラインカーが目詰

まりして、ラインが引けないといった声も聞かれ

ます。 

  きまりや制度本位で、利用者の要望や意向が反

映されていないため、利用者が減少しているとい
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うことはないでしょうか。また、そうした事実は

担当課としては理解をされているのでしょうか。

再度伺います。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 今、指定管理者の管理に

おいてサービスが行き届いていない関係から利用

者の減少があるのではないかというようなご質問

だったかと思いますが、まず何点かあった中で、

まず予備日の関係でございますが、やはり大きな

大会を開く場合に雨天等の関係で予備日を設定し

ているというのが現在の状況でございます。ただ、

今おっしゃられたように天候に恵まれ、予定どお

り開催できたにもかかわらず予備日がそのままに

なっているというような現状も私どものほうにも

情報としては入ってきているのが現実です。 

  そういった中では、これまでは利用者側が本来、

連絡をとり、その予備日を空けるというのが普通

なんですが、なかなか徹底されていない部分もあ

るものですから、今後においては指定管理者のほ

うとの協議の中で、まずそういったことが起こら

ないような対応をするよう指導していきたいとい

うふうにまず１点思っております。 

  それと減免につきましては、やはり市の貸し出

し要綱等もございますので、その基準を現在守っ

て対応しているということでございます。その辺

についても、今後、開催される大会の内容である

とか、そういったものも含めながら検討していけ

ればなというふうに思っております。 

  あわせて、ラインマーカー等についても私ども

のほうにも連絡が入っております。そちらにつき

ましては、指定管理を委託する際に、受託された

事業者に一つの仕様書というものをベースに管理

運営を行っていただくように指導しているわけで

すが、そういった施設の備品等についても、十分

管理徹底をするような指導はしていきたいという

ふうに考えております。 

○議長（中村芳隆議員） ３番、相馬剛議員。 

○３番（相馬 剛議員） そうした部分も含めて、

指定管理者と担当課の打ち合わせというものを行

っているんだろうと思いますが、月１回の報告書

というふうになっておりますが、これは書面だけ

なんでしょうか。それとも、口頭である程度お話

し合い等はされていらっしゃるのでしょうか。お

伺いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（伴内照和） 私どもの方で所管してお

ります体育施設、９施設を指定管理者に委託をし

ているわけですが、定例の報告についてはもちろ

んいただいておりますが、その都度、その１カ月

間の利用の中で問題、課題等があるかとか、そう

いった部分は確認をとらせていただいております

が、その内容について、より詳細に確認をとるよ

うな対応も今後は検討していきたいというふうに

考えております。 

○議長（中村芳隆議員） ３番、相馬剛議員。 

○３番（相馬 剛議員） よろしくお願いいたしま

す。 

  続きまして、⑶についてですが、指定管理者の

モチベーションの向上にインセンティブを採用す

るとのご答弁だったかと思うんですが、そのイン

センティブというのは具体的にどんなふうに考え

られているのかお伺いします。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） 指定管理者制度の中で、

指定管理者へのインセンティブをどうつけていく

かというところで、これまでも課題として挙げら

れてきましたのが利用料金制ということで、収入
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がそのまま指定管理者の収入になるというような

制度がございます。それらを導入することによっ

て指定管理者のよりやる気といいますか、そうい

ったことに反映できるんじゃないかというような、

そういう事例もございますので、それらについて

調査、研究をしていきたいというふうには考えて

ございます。 

○議長（中村芳隆議員） ３番、相馬剛議員。 

○３番（相馬 剛議員） 調査、研究というふうな

ことでございますから、具体的にいつからそうい

うふうになるというふうな計画ではまだないとい

うことでしょうか。 

○議長（中村芳隆議員） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（片桐計幸） そのとおりでございます。 

○議長（中村芳隆議員） ３番、相馬剛議員。 

○３番（相馬 剛議員） いずれにしましても、営

業努力が反映できる、そういった仕組みを研究し

ていただきたいというふうなことを期待したいと

思います。 

  また、サービスの向上が図られる、もうちょっ

と仕組みも考えていただければというふうに思い

ます。 

  実はことし、会派視察で広島県のＭＡＺＤＡＺ

ｏｏｍ－Ｚｏｏｍスタジアムの指定管理制度を勉

強しに行ってきました。ここは県と市で設置した

市民球場をプロ野球の球団である広島カープを指

定管理者として管理運営をしております。そこで

は料金設定や球場の使用方法、そのほとんどが指

定管理者に任されておりまして、指定管理者はさ

まざまな手法で観客を動員し、運営費はもちろん、

球場の建設費ですかね。それも利用料収入から県

や市に返還していると。あと７年か何かで返還が

可能だというようなお話しだったと思います。 

  これは指定管理者がプロ野球球団であることか

らできるのかもしれませんが、本市でも指定管理

者の柔軟な発想が発揮できるよう、条例や内規を

よく精査し、市民が利用する施設はより利用しや

すいように、市外から人を呼び込むための施設は

より営業努力が反映できるような、そういった制

度になるよう期待して、私の一般質問は終わりま

す。 

  以上です。ありがとうございました。 

○議長（中村芳隆議員） 以上で３番、相馬剛議員

の市政一般質問は終了いたしました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（中村芳隆議員） 以上で本日の議事日程は

全て終了いたしました。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ４時２６分 

 




